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小林 蒼河 さん

●栃本小学校６年

　僕の将来の夢はプロ野球選手になることです。

　僕は小学校２年生から野球を始めました。学童野球で活躍する兄にあこがれ

て、僕も兄のようになりたいと思い、野球を始めました。

　僕は、広島東洋カープの前田健太選手のようなすごい投手になりたいです。

そのためにも一生懸命努力をし、中学、高校と野球部に入り頑張りたいです。

そして、有名な選手になって、いつも応援してくれている両親に親孝行をした

いです。

めざせ！プロ野球選手

佐野ブランドキャラクター

さのまる

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
も
増
し
、
日
に
日
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
の
頃
、
皆
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

先
々
月
中
旬
、
第
２
次
佐
野
市
訪
英
団
と
し
て
英
国
ロ
ン
ド
ン
を
訪
問
し
て
参

り
ま
し
た
。
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
は
、
ち
ょ
う
ど
今
頃
と
同
じ
よ
う
な
気
温
で
あ
り
、

一
足
早
く
秋
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
４
泊
６
日
の
訪
英
で
は
、
国
際
ク
リ

ケ
ッ
ト
評
議
会
及
び
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
「
マ
リ
ル
ボ
ー
ン
・
ク
リ
ケ
ッ

ト
ク
ラ
ブ
」
の
代
表
者
と
面
会
し
、
友
好
促
進
に
関
す
る
合
意
書
並
び
に
交
流
に

関
す
る
親
書
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
友
好
協
力
を
約
束
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、在
英
日
本
人
会
主
催
の
「
ジ
ャ
パ
ン
祭
り
」
に
も
参
加
し
、開
会
式
で
は
偶
然
、

森
喜
朗
元
首
相
と
ご
一
緒
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
英
国
日
本
人
会

や
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
・
自
治
体
国
際
化
協
会
ロ
ン
ド
ン
事
務
所
な
ど

を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
13
日
に
は
、
い
よ
い
よ
行
政
運
営
の
要
で
あ
り
皆
さ
ん
の
生
命
・

財
産
を
守
る
防
災
拠
点
で
あ
る
新
庁
舎
の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
４
年
前
に
仮

庁
舎
に
移
転
し
て
以
来
、
大
変
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
先
月
19
日
に
無
事

引
き
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。
落
成
式
の
翌
日
の
14
・
15
日
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
内
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
庁
舎
周
辺
に
お
い
て
落
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
是
非
、
新
庁
舎
を
中
心
と
し
た
「
ま
ち
な
か
」
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。
な
お
、
新
庁
舎
の
開
庁
式
は
12
月
７
日
予
定
で
す
。

　

最
後
に
、
第
８
回
ル
ネ
サ
ン
ス
鋳
金
展
が
15
日
ま
で
佐
野
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
芸
術
の
秋
の
締
め
く
く
り
に
、
全
国
か
ら
出
品
さ
れ
た
鋳
金
作

家
の
す
ば
ら
し
い
作
品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

今回の表紙　「首を垂れる稲穂」 １０月９日（金） 市内で撮影

　９月から１０月にかけて、市内各地で稲穂を刈り取る姿が見られました。

　秋は実りの季節。平成２５年１０月から工事が進んでいた新庁舎もいよいよ完成し、

１１月１３日・１４日には内覧会が行われます。新庁舎については本紙４ページから

９ページに掲載していますので、ぜひご覧ください。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部 

正
英
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な
め
く
じ
に
は
殼
が
な
い
か
ら

ハ
ダ
カ
○
○
と
い
っ
た

　
な
め
く
じ
は
、
か
た
つ
む
り
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
ら
せ

ん
形
の
殻
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
殻
が
退
化
し
て
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
め
く
じ
の
体
は
や
わ
ら
か
く
、
ぬ

る
ぬ
る
し
て
い
て
二
対
の
触
角
を
も
っ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
も

体
つ
き
も
か
た
つ
む
り
に
そ
っ
く
り
で
す
。
な
め
く
じ
は
殻
を

も
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
ハ
ダ
カ
○
○
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ハ
ダ
カ
デ
ー
ロ（
ー
）・
ハ
ダ
カ
ダ
イ
ロ
・
ハ
ダ
カ

ダ
イ
ボ（
ー
）・
ハ
ダ
カ
ダ
イ
ボ
ロ
・
ハ
ダ
カ
デ
ー
ボ
の
よ
う
に
、

そ
の
数
は
約
10
種
類
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
デ
ッ
ケ
ー
木
の
ザ
ン
マ
タ
（
木
が
二
股
に
分
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
）
ン
と
こ
に
、
ヌ
ル
ッ
カ
ヌ
ル
ッ
カ（
ぬ
る
ぬ
る
）し

た
ハ
ダ
カ
デ
ー
ボ
が
い
る
ン
で
、
キ
ビ
ー
ワ
リ
ー
（
気
持
ち
悪

い
）
っ
て
い
っ
て
た
よ
」

　

な
め
く
じ
の
角
は
敏
感
で
、
周
囲
の
よ
う
す
を
見
わ
た
し
な

が
ら
、
出
し
た
り
引
っ
込
ま
し
た
り
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
よ
う
す
を
見
て
楽
し
み
な
が
ら
、「
角
出
せ
、
角
出
せ
」

と
は
や
し
立
て
ま
し
た
。
ダ
イ
ロ
・
デ
ー
ロ
・
ダ
イ
ボ
ロ
は
、

角
を
出
せ
と
い
う
意
の
「
出
い
、
出
よ
、
出
ろ
」
が
変
化
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
方
言
が
佐
野
に
伝
わ
り
、
今
で
も
使
っ
て
い

る
高
齢
者
は
大
勢
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
佐
野
方
言
に
デ
ー
ロ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ハ
ダ
カ
デ
ー
ロ
が
省
略
さ
れ
た
も
の
で
す
。
旧

安
蘇
郡（
田
沼
町
・
葛
生
町
）で
は
、
な
め
く
じ
に
は
殼
、
つ
ま

り
住
む
家
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
イ
エ
ナ
シ
ダ

イ
ロ
（
家
な
し
な
め
く
じ
）
と
い
い
、
そ
れ
が
訛
っ
て
、
エ
ナ

シ
デ
ー
ロ
と
も
い
っ
て
い
ま
し
た
。（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

『
う
る
し
千
ば
い
　
朱
千
ば
い
』

　
昔
、
出
流
原
に
長
者
夫
婦
が
お
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
子
宝
に
恵
ま
れ
ず
磯
山
の
弁

天
様
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
女
の
子
を
授

か
り
鶴
姫
と
名
付
け
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
鶴
姫
は
美
し
い
娘
に
な
っ

た
１
８
の
と
き
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
…

あ
る
夜
、
夢
の
中
に
神
様
が
現
れ
、「
鶴
姫

は
弁
天
池
の
鯉
に
な
っ
て
い
る
。
竜
神
と

な
り
昇
天
さ
せ
る
に
は
財
宝
が
必
要
だ
」

と
の
お
告
げ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
者
は
あ
り
っ
た
け
の
財
宝
を
言
わ
れ

た
通
り
、
後
山
と
い
う
場
所
に
埋
め
、
あ

り
か
を
誰
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
歌
に

託
し
ま
し
た
。

『
う
る
し
千
ば
い
　
朱
千
ば
い
　
桑
千
ば

い
　
黄
金
千
ば
い
　
朝
日
さ
す
　
夕
日
輝

く
　
雀
の
三
お
ど
り
半
の
下
に
あ
る
』

　
そ
の
宝
は
今
で
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

出
流
原
弁
天
池
に
残
る
伝
説
で
す
。

　

そ
の
出
流
原
弁
天
池（
磯
山
公
園
）の
環

境
保
全
活
動
を
行
い
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ

生
か
し
て
、
地
域
の
元
気
・
将
来
に
繋
ぐ

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
今
回
紹
介
す
る

小
倉
さ
ん
で
す
。

地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
は

○プロフィール

出流原町在住

「いそやま友の会」代表

出流原小学校地域教育コーディネーター

まちの駅「名水弁天池」の駅駅長

佐野市消防団第１２分団団員

小倉　健一さん

（出流原町）

学
校
と
地
域
の
橋
渡
し
を
行
い
先
生
か
ら

の
依
頼
ご
と
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
ら
営
む「
ま
ち
の
駅
」で
は
、
駄

菓
子
屋
さ
ん
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
60
年
に
弁
天
池
は
名
水
百
選
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
10
年
ほ
ど
前

に
小
倉
さ
ん
が
地
元
出
流
原
に
戻
っ
て
来

た
と
き
、
弁
天
池
は
荒
れ
て
い
ま
し
た
。

小
倉
さ
ん
は
、
昔
み
た
い
に
美
し
く
、
賑

わ
い
が
あ
る
弁
天
池
を
取
り
戻
し
た
い
と

「
い
そ
や
ま
友
の
会
」を
立
ち
上
げ
、
同
志

と
と
も
に
毎
月
ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
い
、

毎
年
春
に
音
楽
祭
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
活
力
与
え
る

池
に
し
た
い
。
日
本
の
栃
木
県
佐
野
市
に

は
こ
ん
な
に
癒
さ
れ
る
湧
水
池
が
あ
る
こ

と
を
世
界
に
発
信
し
、
外
国
の
人
た
ち
に

も
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
弁
天
池

は
命
あ
る
限
り
守
っ
て
行
き
た
い
」
と
こ

れ
か
ら
の
抱
負
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

出
流
原
に
眠
る
お
宝
…
そ
れ
は
、
人
々

の
ふ
れ
あ
い
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
優
し

さ
や
強
さ
を
与
え
る
力
だ
っ
た
り
、
目
に

見
え
る
モ
ノ
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
弁
天
池
に
来
る
と
、
誰
も
が
そ
の

お
宝
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。　
　
　
　

（
市
民
記
者　

中
里
聖
子
）



KOUHOU SANO
H27.11

04

　市民の安全安心を守る行政サービスの拠点として、平成２５年１０月から建設を進めてき

た新庁舎が完成し、平成２７年１２月７日（月）から全面開庁します。

　ここでは、新庁舎の概要や庁舎内の配置などをご紹介します。６・７ページでは各課など

の配置について、８・９ページでは移転スケジュールなどをお知らせします。

（平成２７年１０月１９日撮影）

【新庁舎の概要】
住　　所 〒３２７－８５０１　佐野市高砂町１番地

敷地面積 ５, １２９. ６２㎡

建築面積 ２, ７７１. ７２㎡（付属建物を含む）

延べ面積 ２０, ４３５. ０５㎡（付属建物を含む）

構　　造

地上７階、地下１階

地上：鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）、一部鉄骨造（Ｓ造）

地下：鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）

柱頭免震構造

設計・監理 佐藤総合計画・都市環境建築設計所 特定設計業務共同企業体

施　　工 鹿島建設株式会社 関東支店 栃木営業所

本体工事費 ７, １７４, ５３６千円（税込）

工　　期 平成２５年１０月１日～平成２７年１０月１９日

特　　徴

①

非常用発電装置、太陽光発電装置、雨水利用設備、地中熱利用設備、

ＬＥＤ照明（執務室の一部が昼光センサー対応）、視覚障がい者誘導支援設備、

聴覚障がい者誘導支援設備、トイレ呼出表示設備

②

市民活動スペース（１階）、佐野市紹介スペース（１階）、公衆Ｗ i- Ｆ i（一部エリア）、

市政情報コーナー（２階）、多目的トイレ（１階および２階にオストメイト設置）、

授乳室（１階および２階）、キッズ・コーナー（２階）、

展望ロビー（７階）、ホバリングスペース（屋上階）、地下駐車場７６台（公用車を含む）

③

車いす対応エレベーター　３基（うち１基　ストレッチャー対応）

証明書自動交付機１台（１階）、広告付き案内板設置

現金自動預け払い機（ＡＴＭ）５台（足利銀行、佐野信金、ＪＡ佐野、栃木銀行、中央労金）

新庁舎完成特集
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「落成式」・「市民内覧会」・「開庁式」を開催します。

　内覧会では一部を除き、自由に新庁舎内を見学していただけます。

　内覧会当日、周辺ではイベントも開催しますので、ぜひお越しください。

日時 会場 内容

落成式
※招待者のみ

１１月１３日（金）
午前１０時～

６階
大会議室

新庁舎建設関係者およびご来賓の方を招待し、
式典を執り行います。

市民内覧会

１１月１４日（土）
　　　１５日（日）
午前１０時～
午後４時　

新庁舎内
部（一部を
除く）

一般市民の方を対象に、新庁舎内部の一部を除
き、自由にご覧いただくことができます。
あわせて、新庁舎完成記念イベントを新庁舎周
辺で行います。事前の予約は不要です。
詳細は、本広報紙と同時に配布したチラシをご
覧ください　※庁舎内での飲食不可

開庁式
１２月７日（月）
午前８時１５分～

（予定）

新庁舎
玄関前

（予定）

簡素なセレモニーを開催します。
終了後、さのまるへの特別住民票交付を行いま
す。

市議会第４回定例会（１２月議会）の開会

　１２月１０日（木）午前１０時から新庁舎７階議場で開

会します。

　県産材を多く使用した議場です。

　ぜひ、新議場での議会の傍聴にお越しください。

●オープニングイベント

▲

日時＝同日午前９時から

▲

内容＝デュオユニット「Ｃｉｅｌ」（シエル）の演奏など

■

問合せ＝議会事務局☎（２０）３０３６

Ｐ

佐野駅

県道桐生岩舟線

佐野市
新庁舎

佐野駅入口

佐野未来館さのまるの家 Ｐ

Ｐ

Ｐ

落成式・内覧会当日は、

市民広場（新庁舎南側駐車場）

には駐車できません

駅
前
通
り

※内覧会にお車でお越しの際は、

　市営高砂町・万町駐車場（２時間無料）、

　市営駅北駐車場（３時間無料）、　

　久保町駐車場（佐野プラスチック（株）跡地）

　をご利用ください

※市民広場（南側駐車場）はイベント開催のため、

　落成式および内覧会では、一般の方はご利用で

　きません

※できるだけ公共交通機関をご利用ください
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【新庁舎の配置】　　市役所代表番号：☎（２４）５１１１・FAX（２２）９１０４

階 部（局名など） 課名 電話番号 (0283-) FAX 番号 (0283-)

7F 議会事務局 議事課 （２０）３０３６ （２１）４４１１
6F 行政経営部 行政経営課 （２０）３００５

（２２）９１０４
市民活動促進課 （２０）３８１２
危機管理課 （２０）３０５６
契約検査課 （２０）３０２７
新庁舎建設課 （２０）３０５８

5F 市民生活部 環境政策課 （２０）３０１３
（２０）３０４６交通生活課 （２０）３０１４

消費生活センター （２０）３０１５
都市開発部 都市計画課 （２０）３１００

（２０）３０３５
都市整備課 （２０）３１０１
道路河川課 （２０）３１０２ （２０）３０４６
建築住宅課 （２０）３１０３

（２０）３０３５建築指導課 （２０）３１０４
用地課 （２０）３１０５

監査委員事務局・選挙管理委員会 （２０）３０３４ （２２）９１０４
4F 総合政策部 政策調整課　政策調整係

　　　　　　広報広聴係
（２０）３０００

（２１）５１２０

（２０）３０３７
都市ブランド推進室　ブランド戦略係
　　　　　　　　　　さのまるﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ係

（２０）３０４７
（２７）３０１２

インランドポート推進室 （２０）３０４５
財政課 （２０）３００３
財産管理課 （２０）３０５０
秘書課 （２０）３００６ （２２）８５５５

行政経営部 人事課 （２０）３０５７ （２１）５１２０
3F 健康医療部 市民病院管理課 （２０）３８１３

（２０）３０２９

産業文化部 商工課 （２０）３０４０
企業誘致課 （２０）３０４２
農政課 （２０）３０４３
文化振興課 （２０）３０４４

観光スポーツ部 観光立市推進課 （２７）３０１１
スポーツ立市推進課 （２０）３０４９

農業委員会 農業委員会事務局 （２０）３０５９
教育総務部 教育総務課 （２０）３１０６

（２０）３０３２
学校教育課 （２０）３１０７
教育センター （２０）３１０８
生涯学習課 （２０）３１０９
少年指導センター （２０）３０６１

2F 総合政策部 市民税課　税政係
　　　　　市民税係

（２０）３００７

（２１）２２２３
（２０）３００８

資産税課 （２０）３００９
収納課 （２０）３０１０

こども福祉部 社会福祉課 （２０）３０２０

（２４）２７０８

障がい福祉課 （２０）３０２５
こども課 （２０）３０２３
家庭児童相談室 （２０）３００２
保育課 （２０）３０３８

健康医療部 医療保険課 （２０）３０２４
会計管理者 会計課 （２０）３０３３ （２１）５１７１

１F 市民生活部 市民課　年金係
　　　　戸籍係
　　　　届出証明係

（２０）３０１９
（２０）１１８２（２０）３０１７

（２０）３０１６
健康医療部 いきいき高齢課 （２０）３０２１

（２１）３２５４
介護保険課 （２０）３０２２

※「佐野総合窓口課」が「市民課」になるのにともない、メールアドレスが下記に変更になります

市民課：shiminka@city.sano.lg.jp
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市民課

（佐野総合窓口課）

いきいき高齢課

介護保険課

佐野法務局証明サー

ビスセンター

指定金融機関派出所

市民活動スペース

佐野市紹介スペース

ＡＴＭコーナー

市民税課

資産税課

収納課

社会福祉課

障がい福祉課

こども課

家庭児童相談室

保育課

医療保険課

会計課

市政情報センター

商工課
企業誘致課
農政課
文化振興課
観光立市推進課
スポーツ立市推進課
農業委員会事務局
教育総務課
学校教育課
教育センター
生涯学習課
少年指導センター
市民病院管理課

政策調整課
都市ブランド推
進室
インランドポー
ト推進室
財政課
財産管理課
人事課
秘書課
市長公室

行政経営課

市民活動促進課

危機管理課

契約検査課

新庁舎建設課

環境政策課

交通生活課

都市計画課

都市整備課

道路河川課

建築住宅課

建築指導課

用地課

選挙管理委員会

監査委員・公平委員会

固定資産評価審査委員会

議会事務局

議場

正副議長室

議員会派室

展望ロビー

駐車場

７階６階

５階４階

３階２階

１階地階
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【新庁舎への移転スケジュール】

　南・東仮庁舎、田沼庁舎などからの移転を以下のスケジュールで行います。

　部署により移転日・執務開始日が異なりますので、市役所にお越しになる際は行き先のご

確認をお願いします。

新庁舎への移転

第１グループ（南仮庁舎など） 第２グループ（田沼庁舎など） 第３グループ（東仮庁舎）

移転日
１１月２０日（金）～２３日（月） １１月２７日（金）～２９日（日） １２月４日（金）～６日（日）

※金曜日の移設作業は、閉庁後（午後５時１５分以降）の業務時間外に開始の予定です

対象部署

①議会事務局

②総合政策部

（政策調整課、 都市ブランド推

進室、インランドポート推進室、

財政課、財産管理課、秘書課） 

③行政経営部

（行政経営課、

 市民活動促進課、

 危機管理課、人事課、

 契約検査課、新庁舎建設課）

①市民生活部

（環境政策課、交通生活課）

②産業文化部

（商工課、企業誘致課、農政課、

 文化振興課）

③観光スポーツ部

（観光立市推進課、

 スポーツ立市推進課）

④都市建設部

（都市計画課、都市整備課、 

 道路河川課、建築住宅課、

 建築指導課、用地課）

⑤農業委員会

⑥教育委員会

（教育総務課、学校教育課、

 教育センター、生涯学習課、

 少年指導センター）

①総合政策部

（市民税課、資産税課、収納課）

②市民生活部

（佐野総合窓口課）

③こども福祉部

（社会福祉課、障がい福祉課、

こども課、家庭児童相談室、

保育課）

④健康医療部

（医療保険課、いきいき高齢課、  

 介護保険課、市民病院管理課）

⑤会計管理者（会計課）

⑥選挙管理委員会、監査委員、  

　公平委員会、

　固定資産評価審査委員会

⑦法務局、

　指定金融機関派出所

※今後の調整で、対象部署のグループ間の変更もあります

執務開始日 １１月２４日（火） １１月３０日（月） １２月７日（月）

【自動交付機休止のお知らせ】　

　新庁舎移転作業のため、次の日程で印鑑登録証明書・住民票発行の自動交付機のサービスを休止します。

▲

休止日＝１２月５日（土）・６日（日）

▲

対象＝東仮庁舎１階（浅沼町）

■問合せ＝佐野総合窓口課☎（２０）３０１６
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【新庁舎移転にともなう組織変更】　■問合せ＝行政経営課☎（２０）３００５

変更前 変更後

佐野総合窓口課
年金係、戸籍係、届出証明係、

市民生活係
市民課 年金係、戸籍係、届出証明係

田沼総合窓口課 住民係、健康福祉係
田沼行政センター

総務係、住民係、健康福祉係

（田沼庁舎本館１階）田沼行政センター 総務係

葛生総合窓口課 住民係、健康福祉係
葛生行政センター

総務係、住民係、健康福祉係

（葛生あくと保健センター内）葛生行政センター 総務係

※１ 佐野総合窓口課を「市民課」に名称変更します。また、事務執行の効率化を図るため、佐野総合

窓口課市民生活係を廃止し、税証明を市民税課・資産税課へ、旅券事務およびその他の所掌事務

は戸籍係へ移管します。

※２ 田沼行政センターには、田沼行政センター・農山村振興課・文化財課を配置します。

※３ 田沼庁舎新館の改修工事を行い、完了後に田沼行政センターに配置した課および人権・男女共同

参画課、水道局北部営業所が移転します。

※４ 葛生行政センターは、当面、葛生あくと保健センター内に設置します。

【新庁舎の開庁時間】（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）　

執務室（通常事務） 午前８時３０分～午後５時１５分（延長窓口の際は午後７時まで）※１

展望ロビー 午前８時～午後７時　※２

佐野法務局証明サービスセンター 午前９時～正午、午後１時～４時３０分

指定金融機関窓口

（足利銀行派出所）
午前９時～午後５時

市民活動スペース 午前９時～午後７時　※２

ＡＴＭ（金融機関） 午前８時４５分～午後６時

※１　毎月第４日曜日は、午前９時～午後１時まで市民課の一部業務、収納課が開庁します

※２　展望ロビー・市民活動スペースは平日時間外や休日に開庁する場合があります

【市民活動スペースの貸し出しについて】　	

　新庁舎１階の市民活動スペースの貸し出しを、１月４日（月）から行います。

　ご使用に際しては、一定のルールがありますので、詳細はお問い合わせください。

　予約を１２月１日（火）から開始します。

　■申込・問合せ＝市民活動促進課☎（２０）３８１２

【新庁舎駐車場の利用時間】（公用車・建物周辺を除く）　

市民広場駐車場（９０台）

平日午前８時３０分～午後５時３０分（祝日を除く）

※月～木曜日の午後５時３０分～１０時、

　金曜日の午後５時３０分～月曜日の午前８時までは一般開放します

地下駐車場（６６台）
平日午前８時３０分～午後６時（祝日を除く）　

※入場は午後５時３０分まで・一般開放は行いません
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平成２８年度 佐野市行政経営方針（要旨）

　本市のまちづくりは、「育み支え合うひとびと、水と緑と万葉の地に広がる交流拠点都市」を将来像と

した佐野市総合計画に基づいて進めています。この計画を着実に推進するために、平成２８年度佐野市行

政経営方針を策定しましたので、その要旨をお知らせします。なお、詳細は、お問い合わせいただくか、

市のホームページをご覧ください。

平成２８年度　行政経営の基本方針

１．効率的な行政経営を推進します　　　　　　　　　　４．市民と行政の協働を推進します　　

２．持続可能な財政運営を推進します　　　　　　　　　５．「佐野市まち・ひと・しごと創生総合

３．総合計画を推進する組織編成と職員の育成を図ります　　戦略」の積極的な推進を図ります

平成２８年度の主な取り組み
事務事業の重点化と見直しの推進

•	行政評価の結果に基づき、総合計画の方針・目標を達成するために必要な事業の重点化を図ります

•	事務事業改革改善プロジェクトによる事務事業の見直し結果や外部評価の結果を踏まえ、事務事業の　

選択と集中を推進します

決算状況を反映した予算編成

•	決算状況、財政分析指標および行政評価結果に基づき、施策別枠配分方式を活用した予算の選択と集中

により、歳入に見合った歳出予算構造への転換を図ります

総合計画を推進する組織編成

•	総合計画に掲げる施策を推進し、新たな行政課題等に対応できる効果的な組織づくりに努めます

分権時代を担う職員の育成と人事管理

•	「人材育成基本方針」に基づき各種の研修を実施します 

•	人事評価を活用し、適正な人事管理を進めます

•	人事配置については、更なる女性職員の職域拡大や管理職への積極的な登用を図ります

•	職員定数の適正化については、定員適正化計画に基づき推進します

市の役割の明確化と市民との協働の推進

•	自治基本条例については、市民による組織「佐野市まちづくり条例の会」での検討を進め、条例制定に

向けた取組を推進します

•	市民との協働を推進するため、啓発事業を行うほか、市民活動団体に対する支援を行います

•	地域自治組織の確立に向けて、町会活動の充実のための方策を実施します

公共施設管理運営の見直し

•	「市有施設のあり方に関する基本方針」に基づき、個別施設の実施計画を策定します

•	施設利用に関する受益者負担について、適正化の指針に基づく見直しを行います

民間活力の活用

•	指定管理者制度については、より効果的かつ効率的な施設の運営を図るため、検証・見直しを行います

•	民間活力を活用するため、ＰＰＰやＰＦＩも含めた民間委託等の導入の可能性について検討を進めます

特別職の報酬などの適正化　・特別職の適正な報酬のあり方を検討します

地方創生に向けた人口減少克服戦略の推進

•	「佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の実現に向け、「雇用創出」「定住人口増加」「出生率の向上」

等への取り組みを積極的に推進します

平成２８年度の重点施策
　行政評価の結果を踏まえ、次の 11施策を重点施策として選定しました。

①消防・防災体制の強化 ⑦ひとを集める観光戦略の展開

②まちなかの活性化と公共交通網の整備 ⑧都市ブランド戦略の推進

③子育てと仕事の両立支援 ⑨特色ある教育と心の教育の推進

④都市型農業の推進と中山間地域の活性化 ⑩生涯スポーツ・競技スポーツの振興とスポーツ

⑤活力ある商業・鉱工業の振興 　環境の整備

⑥北関東自動車道沿線開発と企業誘致の促進 ⑪スポーツツーリズムの推進

■問合せ＝　
政策調整課☎（２０）３０００
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平成２６年度決算における健全化判断比率などを公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下、「財政健全化法」という）」により、平成２６年

度決算における健全化判断比率などについてお知らせします。

○基準を超えると？

　いずれかの早期健全化基準（黄色信号）を超えると「早期健全化団体」になります。それより悪い、財政

再生基準（赤信号）を超えると、従来の財政再建団体にあたる「財政再生団体」となります。

　また、経営健全化基準を超えた公営企業会計については、経営健全化計画の策定が必要となります。

○早期健全化団体になると？

　財政健全化計画を策定し、その計画に基づく財政健全化を行います。

○財政再生団体になると？

　財政再生計画を定め、その計画に基づく財政再生に取り組むことになります。

　総務大臣の許可を得なければ、市債の発行ができません。

　税金や公共料金の増額、市民サービスについて見直しをすることになります。

●財政健全化法に関する資料は、総務省のホームページでご覧になれます

http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/

１　健全化判断比率の状況
　本市の指標は、いずれも国が定める基準以下です。本市の財政状況は、財政健全化法では健全段階に

あり、同法に基づく財政健全化計画および財政再生計画の策定は不要となります。

健全化判断比率 実 質 赤 字 比 率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将 来 負 担 比 率

平成２６年度
－ 

（実質赤字額なし）
－ 

（連結実質赤字額なし）
５．６% ９．２%

早期健全化基準 １１. ９４% １６. ９４% ２５. ０% ３５０. ０%

財政再生基準 ２０. ００% ３０. ００% ３５. ０%

•	実質赤字比率…一般会計などの実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるの

かを示す指標

•	連結実質赤字比率…全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのか

を示す指標

•	実質公債費比率…一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入（元利償還金などに係る

基準財政需要額算入額を除く）に対して、どのくらいの割合になるのかを示す指標

•	将来負担比率…一般会計などが抱える実質的な負債（特別会計、一部事務組合、第３セクターなどに対

するものを含む）の残高が、標準的な収入（元利償還金などに係る基準財政需要額算入額を除く）に対し

て、どのくらいの割合になるのかを示す指標

２　資金不足比率の状況
　各公営企業会計において、資金不足がないため財政健全化法に基づく経営健全化計画の策定は不要で

す。

特別会計の名称 水道事業会計 病院事業会計
公共下水道
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

佐野田沼インター産業

団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業

団地造成事業特別会計

平成２６年度 － 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

経営健全化基準 ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０%

•	資金不足比率…公営企業会計ごとの資金不足額が、事業の規模に対して、どのくらいの割合になるの

かを示す指標

■問合せ＝財政課☎（２０）３００３
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「佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

に関するパブリック・コメントを実施します
　市では平成２年をピークに人口の減少が続いていますが、２０６０年に８万５千人を維持する目標を

掲げました。

　この目標を達成するため、市内のしごとをつくり、首都圏などからの移住・定住を促進するために必

要なことなどを定めた「佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」案がまとまりましたので、パブリック・

コメントを実施し、皆さんのご意見を募集します（電話による意見の受け付けは行いません）。

　各閲覧場所に備え付け（市のホームページからダウンロード可）の意見記入用紙に必要事項を記入の

うえ、政策調整課へ持参、郵送、ファックス、または、電子メールで提出してください。

▲

募集期間＝１１月２４日（火）～１２月２４日（木）（必着）

▲

閲覧場所＝情報公開窓口（東仮庁舎・１２月７日以降は新庁舎２階）、田沼・葛生の各行政センター、

　　　　　　政策調整課（新庁舎４階）　※市ホームページからも閲覧できます

▲

閲覧時間＝午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土・日曜日、祝日は除く )

▲

意見提出＝閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　直接、郵送、ファックスまたは電子メールで、政策調整課へ

〒３２７－８５０１（住所不要）政策調整課　　　※電話による意見は受け付けしません

ＦＡＸ（２１）５１２０　seisaku@city.sano.lg.jp　  ■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

市にご寄附いただいた方をご紹介します
　平成２７年４月から平成２７年９月までに、市にご寄附いただいた方をご紹介します。

●寄附金をくださった皆様

お名前 事業の指定

茨城県水戸市 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

㈱足利銀行 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

㈱ＴＫＣ 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

栃木県市議会議長会 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

栃木県市長会 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

藤井産業㈱ 一般寄附（台風１８号等による大雨に伴う見舞金）

佐野ライオンズクラブ 佐野市社会福祉事業基金寄附

佐野高等学校普通科第五回生同窓会一同 佐野市社会福祉事業基金寄附

●物品をご寄附くださった皆様

お名前 事業の指定

下野国さのマーチング委員会 「下野国さの百景」作品集

佐野フルーツライン直売組合 交通安全啓発用物品（梨）

石睦会 通学帽

佐野東ロータリークラブ クリアファイル

葛生ライオンズクラブ クリアファイル

新佐野市未来研究会 コンサートチケット

秋山奨学会 楽器一式・運動用具一式

国際ソロプチミスト佐野 移動式赤ちゃんの駅

三関浩司様（高砂町） 図書

柿沼博彦様（北海道札幌市） 図書

藤田好三様 版木「秀郷事實考」・須永元書簡

八重樫竹子様 酒量り売り用大甕
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■申込・問合せ　都市ブランド推進室　　　　　　※１１月２４日（火）以降は、新庁舎４階

　〒３２７－００２２　佐野市高砂町２７９０　野口ビル１階

　☎（２０）３０４７・ＦＡＸ（２１）５０１１・toshibrand@city.sano.lg.jp

【佐野ブランド認証品・佐野ブランド市民モニターの応募方法】　

　１１月２日（月）～３０日（月）（郵送の場合は必着）までに、都市ブランド推進室に設置している所

定の応募用紙（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項をご記入のうえ、直接または郵送、

ファックス、電子メールでお申し込みください。

●佐野ブランド市民モニターの募集　※今年度は「世界に誇るブランド企業」の募集は行いません

　佐野ブランドの審査対象品について、審査やモニタリングを行っていただく方を募集します。

▲

任命期間＝平成２７年１２月～平成２８年１１月まで　

▲

対象＝市内にお住まい、お勤めまたは通学している高校生以上の方

▲

定員＝２０人程度　※認証品応募事業所の関係者はご遠慮ください

佐野ブランド認証品・佐野ブランド市民モニターを募集します　

　市では、特産品や伝統工芸品、自然、歴史、文化などの地域資源を「佐野ブランド」として認証する

ことにより、市のイメージアップと地域経済の活性化を進めています。この度、第６回佐野ブランド認

証を行いますので、認証品および市民モニター（ボランティアとして審査に協力いただける方）を募集

します。

●佐野ブランド認証品の募集　※今年度は「世界に誇るブランド企業」の募集は行いません

▲

対象＝①伝統工芸・特産品…市内の事業所が自ら企画し、生産、販売する商品、製品、サービス

　　　　②自然・風土、歴史・文化、観光…市内にある自然、歴史的遺産、歴史的人物、文化的施設、

　　　　　文化的行事・祭事、芸術・芸能、スポーツ、観光資源 

▲

審査基準＝①佐野らしさ、②市場性、③話題性、　④優位性、⑤将来性等の基準により審査

▲

認証期間＝平成２８年４月～３０年３月までの２年間

▲

認証品の取り扱い＝認定証、認定シール、のぼり旗を交付。また、佐野ブランドのパンフレット作成

や市ホームページなどでのＰＲ、ブランドフェアの開催、市内外へのイベント出展など

▲

推薦方法＝自薦のみ（今年度は他薦による募集は行いません）　

▲

応募数＝１事業者につき１点

「佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金」にご寄附をありがとうございました
　平成２７年４月から９月までにいただいた寄附金は、合計３１６件、１０，４９９，５００円になりま

した。多大なるご寄附をありがとうございます。寄附の内訳は次のとおりです。

寄附金の指定先 件数 寄附金額

自然環境との共生を図る事業 ７件 ３４０，０００円

子育てを支援する事業 ６件 １２５，０００円

観光の振興を図る事業 ４件 ２２，０００円

歴史又は文化を活かした事業 ６件 ６７，０００円

佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業 ３０９件 ４，８１１，５００円

その他まちづくりに関する事業 ６件 ５，１３４，０００円

※一度に複数の事業を選択できるため、寄附の実績と事業別の寄附件数の合計は異なります

※寄附をいただきました方の氏名につきましては、市のホームページにて公表させていただきます

　佐野市への多大なる応援をありがとうございました。今後とも温かいご支援をお願いします。

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら

せ　

■
申
込
・
問
合
せ
＝
同
課

☎
（２４）
５
７
７
０

●
脂
肪
燃
焼
教
室　

▼
期
間
＝
12
月
８
日
（火）
～
２
月
18

日
（木）
ま
で
の
全
８
回

各
回
午
前
９
時
30
分
か
ら　

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
200
円（
調
理
実
習
費
）

●
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　「
健
康
サ
ポ
ー
ト
さ
の
」
は
各

地
域
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
料

理
教
室
や
運
動
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
員
に
な
っ
て
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
＝
12
月
11
・
25
日
、
１
月

８
・
22
日
、
２
月
５
日
の
各
金
曜

日（
全
５
回
）午
前
10
時
～
午
後
１

時　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

▼
申
込
期
限
＝
11
月
30
日
（月）

●
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
の
お
知

ら
せ
　
○
12
月
の
集
団
健
診

２
日
（水）
・
12
日
（土）
田
沼
保
健
セ
ン

タ
ー
、
６
日
（日）
・
13
日
（日）
佐
野
市

保
健
セ
ン
タ
ー
、
８
日
（火）
葛
生
あ

●
増
加
し
つ
つ
あ
る
中
皮
腫
を
め

ぐ
っ
て　

　

ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
で
起
こ
る

こ
と
の
多
い
中
皮
腫
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
9
日
（水）
午
後
４
時

～
５
時　

▼
講
師
＝
岡
輝
明
さ
ん
（
関
東
中

央
病
院
臨
床
検
査
・
病
理
科
部
長
）

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室
☎

（６２）

９
０
２
４

●
在
宅
ケ
ア
支
援
説
明
会

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（月）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎

（６２）
８
２
８
１

12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」・
夜
間
検
査
を
実
施

　

性
感
染
症
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
淋
菌
）
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
１
日
（火）
午
後
４
時

～
７
時
30
分

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
足
利
市
）

■
申
込
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５

※
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
～
２
時

に
定
期
検
査
も
実
施
中

と
」

▼
定
員
＝
先
着
200
人
（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
10
日
（火）
ま
で
に
、

安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
５

市
民
の
た
め
の
講
演
会
「
地

域
で
快
適
に
過
ご
す
に
は
」

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（日）
午
後
２
時

開
演　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　
　

▼
内
容
＝「
演
劇
集
団
ト
ム
の
会
」

に
よ
る
寸
劇
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン　

▼
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
小
倉
重
人
さ

ん
（
小
倉
医
師
会
通
り
ク
リ
ニ
ッ

ク
）、
西
沢
松
男
さ
ん
（
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
）、
前
田
直

子
さ
ん
（
佐
野
厚
生
総
合
病
院
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
か
た
く

り
」）、
上
岡
香
央
莉
さ
ん
（
市
民

病
院
地
域
医
療
連
携
室
）、
大
森

隆
一
さ
ん
（
市
ケ
ア
マ
ネ
連
絡

会
）、
安
岡
明
子
さ
ん
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
佐
野
市
医
師

会
）
※
事
前
申
込
不
要
・
無
料

■
問
合
せ
＝
い
き
い
き
高
齢
課

☎
（２０）
３
０
２
１

市
民
病
院
の
市
民
講
座

　

市
民
病
院
Ａ
棟
５
階
研
修
室
で

開
催
し
ま
す
。

健
康
福
祉

く
と
保
健
セ
ン
タ
ー　

※
午
前
９
時
～
10
時
30
分

※
こ
の
他
、
女
性
の
み
の
日
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
医
療
機
関
で
も
受

診
で
き
ま
す

※
１
月
の
集
団
検
診
も
受
付
し
ま

す●
虫
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
フ
ッ

素
塗
布
　
▼
日
時
＝
12
月
６
日
（日）

午
後
１
時
～
３
時　

▼
会
場
＝
休
日
歯
科
診
療
所　

▼
対
象
＝
満
２
歳
～
小
学
生　

▼
費
用
＝
300
円　

▼
申
込
＝
11
月
25
日
（水）
ま
で
に
、

佐
野
歯
科
医
師
会
会
員
の
医
院
へ

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　
12
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
都
合

が
悪
い
際
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館　

▼
講
師
・
内
容
＝
小
豆
島
紗
木
子

さ
ん
（
栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
精
神
科
医
）「
誰
で
も
か

か
る
こ
こ
ろ
の
病
」、
田
村
正
彦

さ
ん
、
渡
辺
真
江
さ
ん
（
社
会
福

祉
法
人
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
）「
当

事
者
の
立
場
か
ら
伝
え
た
い
こ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

11
月
１
日
～
３
月
31
日
は
、

栃
木
県
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中

毒
予
防
推
進
期
間
で
す

　
冬
季
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
の
発
生
が
多
く
、
特
に

注
意
が
必
要
な
時
期
で
す
。
食
品

を
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
ト
イ
レ
の
後
や
調
理
前
、
盛
り

つ
け
前
な
ど
、
石
け
ん
で
こ
ま
め

に
手
を
洗
う　

※
２
回
繰
り
返
し

洗
う
と
、
よ
り
効
果
的
で
す

・
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱

わ
な
い

・
食
品
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加

熱
す
る
（
85
～
90
℃
、
90
秒
以
上
）

・
調
理
器
具
は
洗
剤
な
ど
で
よ
く

洗
い
、
熱
湯
や
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
で
消
毒
す
る

※
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
安
足
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
４

（４１）
５
８
９
７

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
～

▼
原
稿
内
容
・
規
制
業
種
な
ど
＝

市
広
告
掲
載
基
準
に
よ
る　

▼
申
込
＝
11
月
２
日
（月）
～
30
日
（月）

の
間
に（
必
着
）、
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
、

佐
野
総
合
窓
口
課
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
１
６

栃
本
公
園
の
分
区
園
（
貸
花

壇
）
利
用
者
募
集

　
栃
本
公
園
の
花
壇
を
貸
し
出
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
区
画
＝
先
着
７
区
画
（
１

区
画
50
㎡
）
▼
費
用
＝
無
料

▼
期
間
＝
３
年
以
内　

■
申
込
＝
都
市
整
備
課

☎
（６１）
１
１
１
９

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

～
ク
リ
ス
マ
ス
～

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（土）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館　

▼
対
象
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
先
着
30
人
（
最
少
開
催

人
数
10
人
以
上
）

▼
費
用
＝
600
円
（
保
険
代
ほ
か
）

■
申
込
＝
11
月
20
日
（金）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７

資
の
給
与
を
受
け
て
い
な
い
方

⑥
保
護
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

▼
定
員
＝
45
人
以
内
（
予
算
内
）

▼
貸
与
金
額
＝
（
金
額
は
１
万
円

単
位
で
選
択
可
）

・
高
等
学
校
…
入
学
一
時
金
５
万

円
以
内
、
月
額
奨
学
金
２
万
円
以

内・
大
学
…
入
学
一
時
金
10
万
円
以

内
、
月
額
奨
学
金
５
万
円
以
内

▼
貸
与
期
間
＝
正
規
の
修
業
期
間

▼
返
還
方
法
＝
卒
業
後
１
年
据
え

置
き
で
、
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
で
返
還　

原
則
無

利
子　

▼
申
込
＝
12
月
１
日
（火）
～
平
成
28

年
１
月
15
日
（金）
の
間
に
、
直
接
、

教
育
総
務
課（
新
庁
舎
３
階
）へ

■
問
合
せ
＝
教
育
総
務
課
☎

（６１）

１
１
７
１

窓
口
封
筒
の
広
告
募
集

　

各
総
合
窓
口
課
、
各
支
所
で
使

用
す
る
封
筒
の
有
料
広
告
を
募
集

し
ま
す
。
▼
枠
数
＝
３
枠
（
封
筒

の
裏
面
で
縦
55
㎜
×
横
90
㎜
の
大

き
さ
で
1
色
刷
）
※
１
社
１
枠
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す

▼
掲
載
料
＝
１
枠
10
万
円　

▼
封
筒
枚
数
＝
10
万
枚

午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
～
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所
☎

（２４）
７
５
７

５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
～

正
午
（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

平
成
28
年
度
佐
野
市
奨
学
生

の
募
集

　

募
集
要
項
は
佐
野
総
合
窓
口

課
、
教
育
総
務
課
（
田
沼
庁
舎
本

館
２
階
）、
葛
生
総
合
窓
口
課
で
、

11
月
２
日
（月）
か
ら
配
布
を
開
始
し

ま
す
。

▼
申
込
資
格
＝

①
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
お

よ
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含

む
）、
大
学
（
短
期
大
学
及
び
専

修
学
校
の
専
門
課
程
を
含
む
）
に

在
学
、
ま
た
は
入
学
し
よ
う
と
す

る
方

②
申
請
の
日
に
お
い
て
、
保
護
者

が
佐
野
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
方
で
修
学
意
欲
の
あ
る
方

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
方

⑤
こ
の
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学

各実施日ともに9：00 ～ 12：30（受付終了は12：00）

白鷗大学足利高等学校
文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）指定校

入 試 相 談 会
本  校  舎

〒326-0054　栃木県足利市伊勢南町 3-2
TEL 0284(41)0890      FAX 0284(42)3335

E-Mail　nyushi@hakuoh.ed.jp
U R L       http://www.hakuoh.ed.jp/

制作：総合選択コース情報メディアエリア

11 月７日 ,14日 , 29日
富田キャンパス
11月３日 , 29日

本校の入試についての質問に応じますので、ご都合の
よい日時においでください。事前のお申し込みは不要です。

学 業 特 待 生 入 試

試  験 日 平成 28 年   １月５日

出願期間 平成 27年 12 月 4日～ 14 日
試験教科 国語 , 社会 , 数学 , 理科 , 英語

合格発表 平成 28年   1 月   8 日
入学手続 平成 28年   1 月 15 日～ 3月 17 日

コース 特別選抜コース , 進学コース , 文理進学コース

募

集
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現
在
）
▼
受
験
期
間
＝
推
薦
は
12

月
４
日
（金）
・
一
般
が
平
成
28
年
１

月
８
日
（金）
必
着　

▼
試
験
日
＝
推

薦
は
平
成
28
年
１
月
９
日
（土）
～
11

日
（月）
の
い
ず
れ
か
１
日
・
一
般
は

平
成
28
年
１
月
23
日
（土）
▼
そ
の
他

＝
卒
業
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資

格
が
取
得
で
き
る
ほ
か
、
学
費
が

免
除
さ
れ
、
学
生
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す　

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃

木
地
方
協
力
本
部
足
利
地
域
事
務

所
☎
０
２
８
４

（７３）
０
２
３
０

第
３
回
佐
野
市
水
と
緑
と
万

葉
の
ま
ち
景
観
賞
表
彰
式　

　

「
佐
野
市
水
と
緑
と
万
葉
の
ま

ち
景
観
賞
」
に
お
け
る
「
ま
ち
な

み
建
築
部
門
」「
ま
ち
づ
く
り
活

動
部
門
」
の
２
部
門
の
受
賞
者
を

表
彰
し
ま
す
。
当
日
は
応
募
い
た

だ
い
た
全
作
品
を
展
示
す
る
予
定

で
す
。
当
日
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の

で
、
併
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（日）
午
後
４
時

～
４
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交
流
広
場

■
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課

☎
（６１）
１
１
３
１

佐
野
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

葛
生
支
部

▼
期
日
＝
11
月
18
日
（水）

▼
会
場
＝
唐
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
三

好
コ
ー
ス
▼
費
用
＝
８
千
円
（
昼

食
・
税
込
）
▼
定
員
＝
先
着
25
組

■
申
込
＝
同
倶
楽
部
☎

（６２）
４
１
１

１
・
FAX‌

（６２）
４
１
１
４

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
さ
の
10

月
号
14
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
た
右
記

の
ゴ
ル
フ
大
会
の
情
報
で
、
連
絡

先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係

す
る
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課
☎

（２６）
０
０

６
５

自
衛
官
候
補
生
緊
急
募
集
、

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

▼
受
験
資
格
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子
（
採
用
予
定
月
の
１
日

現
在
）
▼
受
付
＝
12
月
２
日
（水）
必

着　

▼
試
験
日
＝
12
月
５
日
（土）
・

６
日
（日）

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒　

▼
受
験
資
格
＝
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒
業
者

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課

程
修
了
者
（
平
成
28
年
４
月
１
日

第
８
回
佐
野
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

鋳
金
展

▼
期
間
＝
11
月
15
日
（日）
ま
で

※
11
月
９
日
（月）
休
館

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
６
時

▼
会
場
＝
文
化
会
館
展
示
室
ほ
か

▼
入
場
＝
無
料

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
日
時
＝
11
月
11
日
（水）
午
後
１
時

か
ら　

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課

☎
（６１）
１
１
６
４

ら
く
ご
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

三
遊
亭
歌
橘
の

落
語
と
、
お
も
し
ろ
ウ
ラ
話

▼
日
時
＝
２
月
28
日
（日）
午
後
１
時

30
分
開
場
、
２
時
開
演 

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ 

▼
料
金
＝
全
席
自
由
・
一
般
千
円
、

学
生
500
円
（
税
込
） 

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
11
月
７
日
（土）

午
前
10
時
か
ら　

■
問
合
せ
＝
同

プ
ラ
ザ
☎

（８６）
４
７
１
５ 

特
撰
落
語
会　

林
家
た
い
平
独
演
会

▼
日
時
＝
３
月
21
日
（
月
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
開
場
、
２
時
開
演 

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ 

▼
料
金
＝
全
席
指
定
３
２
０
０
円

（
税
込
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
11
月
７
日
（土）

午
前
10
時
か
ら 　

■
問
合
せ
＝

同
プ
ラ
ザ
☎

（８６）
４
７
１
５

第
２
回
佐
野
市
中
学
生
親
善

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

　
佐
野
市
の
中
学
生
10 

チ
ー
ム

50
名
に
よ
る
討
論
の
大
会
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
火
・
祝
）

午
前
９
時
30
分
か
ら　

▼
会
場
＝
佐
野
短
期
大
学　

▼
主
催
＝
一
般
社
団
法
人
・
佐
野

青
年
会
議
所

■
問
合
せ
＝
同
所
☎

（２２）
２
８
８
０

心
豊
か
な
青
少
年
を
育
む
市

民
の
つ
ど
い

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（土）
午
後
１
時

15
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館　

▼
内
容
＝
少
年
の
主
張
、
佐
日
太

鼓
、
栃
本
小「
浦
安
の
舞
」、
氷
室

小「
水
木
の
田
植
え
唄
」、
明
星
幼

稚
園「
た
の
し
い
リ
ズ
ム
」、
常
盤

中「
白
浪
五
人
男
」な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
舞
台
で
活
躍
し
ま
す

※
同
日
開
催
「
い
じ
め
ゼ
ロ
大
人

宣
言
」
セ
レ
モ
ニ
ー　

▼
主
催
＝

佐
野
市
の
青
少
年
と
と
も
に
育
つ

市
民
の
会　

■
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
☎

（６１）
１
１
７
４

催

物

し

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
35年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高付属中受験対策

LSE英語教室 LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金下教室  24 -1659
富岡教室   23 -6463
三好教室   62 -1847

＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方
＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！
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第
11
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会

　

市
内
14
支
部
か
ら
９
人
の
代
表

選
手
が
世
代
を
超
え
て
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
ま
す
。
な
お
、
一
部
道
路

で
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（日）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
コ
ー
ス
＝
作
原
野
外
活
動
施
設

～
ス
ク
ー
ル
バ
ス
野
上
車
庫
折
返

し
～
田
沼
庁
舎　

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎

（２６）
０
０
６
５

第
33
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

サ
ー
ク
ル
の
書
道
・
絵
画
・
工

芸
作
品
な
ど
の
展
示
や
、
大
正
琴
・

コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の

芸
能
発
表
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（日）
午
前
９
時

～
午
後
４
時　

※
今
年
は
15
日
（日）
の
み
の
開
催
で

す　▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

第
14
回
Ｊ
Ａ
佐
野
農
業
ま
つ

り　▼
日
時
＝
11
月
14
日
（土）
・
15
日
（日）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
Ｊ
Ａ
佐
野
総
合
施
設

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

（
ア
グ
リ
タ
ウ
ン
東
）

▼
内
容
＝
地
元
農
産
物
の
販
売
・

抽
選
会
・
ち
び
っ
こ
広
場
な
ど

（
14
日
）
栃
木
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
な
ど

（
15
日
）
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
ー

ル
の
出
演
な
ど

■
問
合
せ
＝
佐
野
農
業
協
同
組
合

☎
（２４）
３
７
１
１

朗
読
を
楽
し
む
会

　

朗
読
サ
ー
ク
ル
・
凛
の
会
に
よ

る
朗
読
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（土）
午
後
１
時

～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
作
品
＝
芥
川
龍
之
介
「
蜘
蛛
の

糸
」
ほ
か

▼
費
用
＝
無
料

■
問
合
せ
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ね
っ
と
☎

（２０）
５
１
６
６

11
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館　▼
席
主
＝
武
田
宗
園
さ
ん
（
佐
野

市
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
表
千
家
）

▼
茶
券
＝
600
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２３）
０
７
２
８

☆ホテル・リゾート施設の割引提供等を
行うライフサポートサービスを受けるこ
とができます。

☆２４時間電話健康相談サービス等健康関連
サービスを受けることができます。

◇詳しくは、WEBで「さのしん」と検索いただくか最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

★本定期積金は、以下のサービスがご利用できる特典が付加されております。★

主な特徴

さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？さのしんファミリーサポート定期積金はいかがですか？

新
そ
ば
ま
つ
り
を
開
催

　

市
内
各
地
で
新
そ
ば
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
ご
と
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ

た
お
祭
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
仙
波
地
区
新
そ
ば
ま
つ
り

　

そ
ば
を
召
し
上
が
っ
た
方
（
先

着
300
人
）
に
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

１
合
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（日）
午
前
10
時

～
午
後
２
時　

▼
会
場
＝
高
齢
者

セ
ン
タ
ー（
仙
波
町
）

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
☎

（８６）
２

９
１
８
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午

前
11
時
～
午
後
２
時
）

●
根
古
屋
森
林
公
園
ま
つ
り

　

午
前
11
時
か
ら
先
着
200
人
に
ふ

る
ま
い
そ
ば
を
提
供
。
他
に
も
先

着
で
、
新
米（
150
人
）、
つ
き
た
て

も
ち（
150
人
）、
飛
駒
手
漉
き
和
紙

（
100
人
）を
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
15
日
（日）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▼
会
場
＝
同
公
園（
飛
駒
町
）

■
問
合
せ
＝
根
古
屋
亭
☎

（６６）
２
２

１
８
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前

11
時
～
午
後
３
時
）

●
憩
い
館
新
そ
ば
ま
つ
り

　

午
前
10
時
か
ら
先
着
300
人
に
ふ

る
ま
い
そ
ば
の
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
を
食
べ
た
方

に
く
じ
引
き
で
粗
品
を
進
呈
し
ま

す
。
▼
日
時
＝
11
月
23
日（
月
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
同
館（
下
彦
間
町
）　

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（６５）
０
１
５
３

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
午
前
11
時
～

午
後
３
時
）

●
そ
ば
処「
な
の
は
な
」新
そ
ば
ま

つ
り

　

４
日
間
先
着
10
人
に
「
も
り
そ

ば
」
を
半
額
で
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
20
日
（金）
～
23
日

（
月
・
祝
）
午
前
11
時
～
午
後
２

時
30
分　

▼
会
場
＝
同
処
（
ア
グ

リ
タ
ウ
ン
内
・
植
下
町
）

■
問
合
せ
＝
同
処
☎

（２０）
１
１
８
８

（
水
曜
日
を
除
く
午
前
11
時
～
午

後
３
時
）
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▼
販
売
場
所
＝
佐
野
総
合
窓
口
課

市
民
生
活
係
（
東
仮
庁
舎
事
務
棟

１
階
・
12
月
７
日
の
新
庁
舎
開
庁

後
は
政
策
調
整
課（
４
階
）
で
販

売
）、
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
、
政

策
調
整
課
統
計
係
（
葛
生
あ
く
と

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※
市
内
で
は
安
蘇
庁
舎
、
宮
脇
書

店
佐
野
店
、
タ
イ
ム
ク
リ
ッ
プ
佐

野
店
、
未
来
屋
書
店
佐
野
新
都
市

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
カ
ン
セ
キ

佐
野
店
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ロ
ー
ソ
ン
の
各
店
舗
で
販
売
す
る

予
定
で
す

▼
価
格
＝（
通
常
判
）
500
円
、（
ポ

ケ
ッ
ト
判
）400
円　

■
問
合
せ
＝
政
策
調
整
課

☎
（８６）
３
４
２
３

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
自
動

放
送
試
験
の
お
知
ら
せ

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な

ど
の
発
生
時
に
備
え
、
防
災
行
政

無
線
を
用
い
て
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
を
用
い
た
訓
練
で
す
。

※J-A
L
E
R
T

と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
、
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通

じ
て
瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

▼
訓
練
日
時
＝
11
月
25
日
（水）
午
前

11
時（
予
定
）

▼
放
送
内
容
＝
上
り
チ
ャ
イ
ム
＋

「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
＋

「
こ
ち
ら
は
防
災
さ
の
で
す
」＋
下

り
チ
ャ
イ
ム　

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に　

　
11
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
末
日

ま
で「
狩
猟
期
間
」で
す
。

　

山
林
に
入
る
方
は
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
明
る
い
色
の

目
立
つ
服
装
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
（
白
い
帽
子
や
タ
オ
ル
は
シ
カ

に
間
違
え
ら
れ
や
す
い
色
で
す
）

②
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

③
銃
声
が
聞
こ
え
た
ら
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
林
道
な
ど
に
複
数
の
車
両
が
止

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
近
く
で
狩

猟
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤「
わ
な
」設
置
の
看
板（
標
札
）
な

ど
が
あ
る
場
所
へ
は
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
農
山

村
振
興
課
☎

（６１）
１
１
６
３

月市民優先予約１1 より

3月分の受付開始！ ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・交通事故等に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://konuma-law-office.com

図
書
館
の
催
し

【
佐
野
図
書
館
】
☎

（２２）
１
８
３
３

●
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
講
演
会

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（土）
午
後
１
時

～
４
時
30
分　

▼
講
師
・
内
容
＝
小
林
隆
志
さ
ん

「
図
書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
と
地

方
振
興
」、
永
濱
利
廣
さ
ん
「
佐

野
市
の
ま
ち
お
こ
し
に
つ
い
て
」

※
そ
の
他
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
佐
野
市
の
ま
ち
お
こ
し

と
図
書
館
の
果
た
す
役
割
」

▼
定
員
＝
先
着
50
人
（
無
料
）

▼
受
付
＝
11
月
１
日
（日）
よ
り

●
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

▼
日
時
＝
12
月
12
日
（土）
午
後
２
時

～
３
時
30
分　

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
「
か
き
の
木
マ
ン
」、

人
形
劇
「
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」、

大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

▼
定
員
＝
先
着
100
人
（
無
料
）

▼
受
付
＝
11
月
７
日
（土）
よ
り

【
田
沼
館
】
☎

（６１）
１
１
３
６

●
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
お
は
な

し
会
（
事
前
申
込
不
要
・
無
料
）

　

耳
を
す
ま
し
て
、
聞
こ
え
て
く

る
お
話
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上　

▼
内
容
＝
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
昔
話
「
小
さ
な
こ
げ
た
顔
」、 

手
遊
び
な
ど

▼
協
力
＝
田
沼
素
話
の
会

市
民
保
養
施
設
「
レ
イ
ク
サ

イ
ド
佐
野
」
の
営
業
終
了

　
利
用
者
数
の
減
少
お
よ
び
施
設

や
設
備
の
老
朽
化
な
ど
の
た
め
、

平
成
28
年
3
月
末
で
営
業
を
終
了

い
た
し
ま
す
。

　

最
終
営
業
日
ま
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（６１）
１
１
５
９

葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ
の
年
末

開
館
時
間
の
短
縮
　

　

館
内
整
備
を
実
施
す
る
た
め
、

12
月
26
日
（土）
・
27
日
（日）
午
後
５
時

30
分
～
午
後
10
時
の
間
、
全
館
休

館
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
同
プ
ラ

ザ
☎

（８６）
４
７
１
５

平
成
28
年
版
県
民
手
帳
を
販

売
し
ま
す

　

在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
期
間
＝
11
月
16
日
（月）
～
平

成
28
年
１
月
29
日
（金）
　

お
知
ら
せ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

〒327-0826 栃木県佐野市茂呂山町８‒５
TEL.0283-85-9051
E-mail : k.isobekenzai@themis.ocn.ne.jp

代表取締役 五 十 部　彰

一般家庭粗大ゴミから工業用ゴミまでの処分業
一般住宅解体から、承ります。また、砕石販売
もいたします。建物総解体業

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明

会▼
日
時
＝
11
月
20
日
（金）
午
後
２
時

～
４
時
　
▼
会
場
＝
文
化
会
館

●
消
費
税
決
算
説
明
会

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（月）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

●
青
色
申
告
決
算
説
明
会

▼
日
時
＝
12
月
１
日
（火）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

●
白
色
申
告
決
算
説
明
会

【
事
業（
営
業
）所
得
の
方
】

▼
日
時
＝
12
月
２
日
（水）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

【
事
業（
農
業
）
所
得
・
不
動
産
所

得
の
方
】

▼
日
時
＝
12
月
２
日
（水）
午
後
２
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

■
問
合
せ
＝
同
署
☎

（２２）
４
３
６
６

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
～
17
日
は
、「
税
を

考
え
る
週
間
」
で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
税
の
役

割
と
税
務
署
の
仕
事
」
で
す
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
「
中
学
生
の
税

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」
を
、
11
月

４
日
（水）
か
ら
24
日
（火）
の
期
間
、
佐

野
駅
前
交
流
プ
ラ
ザ
「
ぱ
る
ぽ
ー

と
」
で
展
示
す
る
ほ
か
、
観
光
物

産
会
館
、
安
蘇
合
同
庁
舎
、
商
工

会
議
所
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
店
（
10
日
～
17
日
）
に
展
示

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

第
２
期
分
の
納
付
書
を
11
月
11

日
（水）
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
は

11
月
30
日
（月）
で
す
。

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務
所

☎
（２３）
１
４
５
８

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

犯
罪
な
ど
の
被
害
に
遭
い
、
警

察
署
や
検
察
庁
に
訴
え
た
も
の

の
、
そ
の
処
分
に
不
満
の
あ
る
方

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
が

あ
る
方
の
中
か
ら『
く
じ
』で
選
ば

れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
の
当
否
を
審
査
し
ま
す
。

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
足
利
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
２
８
４

（４１）
３
１
０
６

まち・ひと・しごと創生（佐野市版）　　　　

■

問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

　日本では、平成２０年をピークに人口減少局面に入っています。

　本市の国勢調査による人口を見てみますと、平成２年の１２８，２７６人をピークに、平成２２年には

１２１，２４９人と２０年間で５％以上減少しています。特に、年少人口（０～１４歳）は、平成２２年

に１５，４０２人となり、昭和５５年と比べると約４６％も減少しています。

　次に、生まれてくる赤ちゃんの数をみますと、平成７年には１年に約１，２００人だったものが、平成

２５年には約９００人となっており、やはり減少傾向が続いています。

　このまま人口が減少していきますと、いまから４５年後の平成７２年における市の人口は約６万７千人

となり、現人口の約半分になるという推計もあります。人口減少の進行は「労働人口の減少」や「商工業

地域の縮小」といった経済上の悪影響につながるばかりでなく、過疎化が進むことによる「地域コミュニ

ティの消滅」など、地域社会が直面する深刻な問題です。行政としても、すべての地域にこれまでと同じ

公共サービスを提供できなくなる恐れもあります。

　そのため、本市では人口減少問題を克服するため、市長を本部長とする創生本部と民間から多くの参画

を得た懇談会を設置し、人口減少対策の基本方針となる「佐野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定

に取り組んでいます。引き続き１２月号、翌年１月号にも、地方創生に関する内容をお知らせします。
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１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
か
け

た
ら
、
迷
わ
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
＝
児
童
相
談
所
全
国
共

通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９
、
児
童
虐

待
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル（
夜
間
、土
・
日

曜
日
、祝
日
）☎
０
２
８（
６
６
５
）

３
６
７
７
、
児
童
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
☎

（２１）
６
７
７
２

子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る

悩
み
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

出
産
や
子
育
て
の
悩
み
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
問
合
せ
＝
同
室
☎

（２０）
３
０
０
２

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月

16
日
～
22
日
の
間
を
強
化
週
間
と

し
て
、
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
電
話
で
お
受
け
し
ま

す
。

▼
開
設
期
間
＝
同
週
間
午
前
８
時

30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
連
絡
先
＝
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
11
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
と
し
、
県
弁
護
士
会
、
県
司

法
書
士
会
と
多
重
債
務
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す（
要
予
約
）。

▼
日
時
＝
11
月
12
日
（木）
午
後
１
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
県
庁
研
修
館（
宇
都
宮

市
）

■
申
込
＝
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
５
）２
２
２
７

１１
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
で
す　

　
県
で
は
、
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
大
人
の
基
本
理
念
や
行
動
指
針

と
し
て
、
平
成
22
年
２
月
に
「
と

ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

市
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

希
望
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
た
め
に
、
大
人
が
積

極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
（６１）
１
１
７
５

佐
野
田
沼
イ
ン
タ
ー
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
計

画
の
縦
覧　

　
換
地
計
画
を
縦
覧
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
11
日
（水）
～
24

日
（火）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
も
可
）　

▼
縦
覧
場
所
＝
企
業
誘
致
課
（
田

沼
庁
舎
本
館
２
階
）

※
換
地
計
画
に
つ
い
て
意
見
の
あ

る
利
害
関
係
者
は
、
縦
覧
期
間
内

に
施
行
者（
佐
野
市
）に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（６１）
１
１
１
５

都
市
計
画
の
変
更
に
関
す
る

案
の
縦
覧

▼
縦
覧
す
る
案
＝
足
利
佐
野
都
市

計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

▼
縦
覧
期
間
＝
11
月
13
日
（金）
～
27

日
（金）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
県
都
市
計
画
課
、

安
足
土
木
事
務
所
企
画
調
査
課
、

市
都
市
計
画
課

※
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意
見

の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内
に
直

接
ま
た
は
郵
送
で
、
県
都
市
計
画

課
、
安
足
土
木
事
務
所
企
画
調
査

課
、
市
都
市
計
画
課
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提

出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨
は
県
都

市
計
画
審
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
す

■
問
合
せ
＝
県
都
市
計
画
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
４
６
５

雇
用
保
険
の
届
出
に
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
記
載
を

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）・
法
人
番
号

が
通
知
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
順
次
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
関
係
で
は
、
被
保
険

者
資
格
取
得
届
・
資
格
喪
失
届
な

ど
に
個
人
番
号
を
記
載
し
て
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
公
共
職
業
安
定

所
☎

（２２）
６
２
６
０

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

12
月
１
日
ま
で

　

支
給
の
可
能
性
の
あ
る
方
に

は
、
個
別
に
申
請
書
な
ど
を
発
送

し
ま
し
た
。
期
日
ま
で
に
、
申
請

書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
■
問
合

せ
＝
社
会
福
祉
課
（
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
）
☎

（２０）
３
０
３
０

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
新入生募集中！

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

３つのポイント
●寄付金不要………お墓にかかる費用は年間管理費（8,500～）のみです。
●全区画平坦地……階段が苦手な方に車イスの方でも安心です。
●ペット共葬区画…大切なペットとも一緒に入れます。

メモリアルパーク山川霊園　TEL 0120-215-688
足利市山川町1079番地 検索メモリアルパーク山川霊園

宗教宗派自由霊園・〈現地案内会を随時開催中〉9:00～17:00市内を一望、
見晴らしの丘に
広がる美しの霊園

市内を一望、
見晴らしの丘に
広がる美しの霊園

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働
基

準
監
督
署
や
公
共
職
業
安
定
所
で

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
基
準
監
督

署
☎
０
２
８
２

（２４）
７
７
６
６
、

佐
野
公
共
職
業
安
定
所

☎
（２２）
６
２
６
０

最
低
賃
金
の
改
正

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
１
時
間
751
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、

一
般
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
無
料
で
行

い
ま
す
。
▼
日
時
＝
12
月
２
日
、

１
月
６
日
、
２
月
３
日
（
毎
月
第

１
水
曜
日
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分　

▼
会
場
＝
足
利
庁
舎
足

利
労
政
事
務
所　

■
申
込
＝
実
施
日
前
週
の
金
曜
日

ま
で
に
、
同
事
務
所
へ

☎
０
２
８
４

（４１）
１
２
４
１

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

の
訓
練
生
を
募
集　

▼
科
目
・
定
員
＝
機
械
加
工
科
５

人
、
板
金
溶
接
科
５
人

※
随
時
見
学
可

▼
訓
練
期
間
＝
平
成
28
年
１
月
５

日
（火）
～
６
月
23
日
（木）
（
６
カ
月
間
）

▼
一
次
募
集
＝
11
月
２
日
（月）
～
18

日
（水）
（
選
考
日
11
月
27
日
（金）
）

▼
二
次
募
集
＝
12
月
４
日
（金）
～
17

日
（木）
（
選
考
日
12
月
25
日
（金）
）

※
１
次
試
験
の
結
果
に
よ
り
２
次

募
集
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り

▼
費
用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

作
業
衣
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
申
込
＝
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３
（
求
職

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
）

警
察
に
よ
る「
被
害
者
支
援
」

　

警
察
で
は
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
る
ご
遺
族
、
重
大
な
負
傷
ま

た
は
後
遺
障
害
が
残
っ
た
被
害
者

の
方
な
ど
不
慮
の
被
害
を
受
け
た

方
々
に
対
し
、
給
付
金
が
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。

●
被
害
者
連
絡
制
度
・
再
被
害
防

止
制
度

　

警
察
か
ら
一
定
の
対
象
犯
罪
に

遭
わ
れ
た
方
々
へ
捜
査
状
況
な
ど

を
連
絡
す
る
も
の
で
す
。
加
害
者

か
ら
再
度
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
防
犯
指
導
や
警

戒
措
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度

　

犯
罪
被
害
が
原
因
と
な
っ
て
、

不
安
や
悩
み
な
ど
を
抱
え
て
い
る

被
害
者
な
ど
に
対
し
、
精
神
的
被

害
の
回
復
・
軽
減
を
図
る
た
め
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
佐
野
警
察
署

☎
（２４）
０
１
１
０

※
公
益
社
団
法
人
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ち
ぎ
☎
０
２
８（
６
４
３
）

３
９
４
０
で
も
、
電
話
相
談
・
面

接
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

秋
の
火
災
予
防
運
動　

　
11
月
９
日
～
15
日
（日）
ま
で
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
暖
房
器
具

な
ど
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
、
ま
た
空
気
が
乾
燥
し
て
一
年

を
通
し
て
最
も
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
期
と
な
り
ま
す
。
最
近
、

電
気
製
品
が
原
因
と
み
ら
れ
る
火

災
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
プ
ラ
グ
の
清
掃
、
機
器
本
体

や
配
線
の
点
検
を
し
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
家
の
周
囲
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

『
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く

れ
ん
ぼ
』

※
全
て
の
住
宅
に
対
し
て
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
取
り
付

け
が
お
済
み
で
な
い
ご
家
庭
に
つ

い
て
は
、
寝
室
を
中
心
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
早
期
取
り
付
け
を

お
願
い
し
ま
す　

■
問
合
せ
＝
消

防
本
部
予
防
課
☎

（２３）
９
９
１
０

消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

「
局
番
無
し
１
８
８
番
」

　

契
約
、
悪
質
商
法
、
製
品
・
食

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
事
故
な
ど

の
ご
相
談
は
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（６１）
１
１
６
１
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１１月は「ねんきん月間です」　～１
い い み ら い

１月３０日は『年金の日』～

◆老後や「もしも」のときに備えて国民年金

　日本に住む２０歳から６０歳未満のすべての

方は国民年金に加入し（表１）、国が給付に必要

な費用の２分の１を負担して、老齢基礎年金な

ど（表２）年金給付の運営をしています。

　年金受給のために、国民年金への加入届け出

をして、保険料もきちんと納めましょう。

◆国民年金保険料の納付が困難なときは

　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、

納付が免除または猶予される制度があります。

①保険料申請免除制度…本人、世帯主、配偶者の前

年の所得要件により全額または４分の３、半額、４

分の１が免除となります。

②若年者納付猶予制度…３０歳未満の方で、本人、

配偶者の前年の所得用件により、保険料の納付が猶

予されます。

③学生納付特例制度…学生の方で、本人の前年の所

得要件により、在学中の保険料の納付が猶予されま

す。

◆２０歳になったらすべての人が加入します（表１）　国民年金の加入者は次の３つに分けられます。

種別 加入者 加入の届け出 保険料の納付

第１号被保険者 自営業・農林業・学生・無職の方など ご自身で市役所の担当窓口へ ご自身で納付 月額１５，５９０円

第２号被保険者 会社員や公務員など 勤務先が届け出 給料などから天引き

第３号被保険者 第２号被保険者に扶養されている配偶者 配偶者の勤務先が届け出 なし（第２号被保険者全体で負担）

◆暮らしをサポート３つの基礎年金（表２）

対　　象 年金額（平成２７年度）

老齢基礎年金
保険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて２５年以上ある

方が６５歳から受けられます。※１

７８０,１００円（満額）

※保険料を４０年間納めた場合

障害基礎年金
国民年金加入中に初診のある病気やけがで国民年金法の１・２

級の障がいにある間、支給されます。※２

１級９７５,１００円

２級７８０,１００円

遺族基礎年金

国民年金加入中や老齢基礎年金を受けているか受けられる方が

死亡したときに、その方に生計を維持されていた子のある配偶

者、または子に支給されます。※２

（子とは１８歳到達年度末までの子または２０歳未満の障がい

のある子をいいます。）

７８０,１００円＋子の加算

２人まで１人につき

各２２４，５００円

３人目以降１人につき

各７４，８００円

※１　国民年金は賃金や物価の変動などにより年金額の見直しが行われます

※２　障害基礎年金、遺族基礎年金を受けるためには条件があります

◆国民年金保険料「5年の後納制度」が、平成３０年９月３０日まで利用できます

　１０月１日から３年間の特例として、過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の

年金額を増やすことができる「後納制度」が実施されています。早めに申し込みください。

※すでに老齢基礎年金を受給している方、６５歳以上の老齢基礎年金の受給資格者は、ご利用できません

■問合せ＝佐野総合窓口課☎（２０）３０１９・田沼総合窓口課☎（６１）１１２４・葛生総合窓口課☎（８６）４７１３

　日本年金機構は、年金制度に対する理解を深めていただくため１１月を「ねんきん月間」としています。

また、厚生労働省では１１月３０日を「年金の日」として高齢期に備え、年金記録などを確認していただ

き、その生活設計に思いを巡らせていただくことを呼びかけています。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

消費生活センターからのお知らせ

架空請求やワンクリック詐欺の二次被害について

「携帯やパソコンを利用中に突然アダルトサイトに接

続され、料金を請求された。あわててインターネッ

トで探した相談機関を行政の相談窓口だと思って相

談をしたら、料金を請求された」

というご相談が寄せられました。

　これは、ワンクリック詐欺の二次被害です。

　公的な機関と思わせるような名称や相談窓口を

装って、問題を解決すると嘘をついてお金を請求す

る悪質な手口です。

　まずは、消費生活センターへ相談しましょう。

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階）　

　☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン☎局番無し１８８	

　※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

クリーン推進課からのお知らせ

「みかもエコ・ライブラリー」をご利用ください。

　みかもクリーンセンターでは、ごみとして捨てら

れた本や市内の家庭から寄贈された本を配架してお

り、おひとり１０冊まで無料で持ち帰ることができ

ます。

　これは「もったいない」の心で本のリユース（再

利用）を行うことにより、ごみの減量化と資源の有

効利用を図ろうとするものです。

　読み終えた本、子どもの成長と

共に読まなくなった絵本などの寄

贈をお待ちしています。

　読書の秋を楽しむ１冊を選ぶの

に、ぜひご利用ください。

■問合せ＝クリーン推進課

　☎（２３）８１５３

参考にしてください。本市の標準価格

№ 標準地の所在
1㎡当りの価格

( 円 )

佐野

（県）-1
 久保町字久保町西 265 番 5 37,500 

-2  植野町字上台町 1851 番 3 37,300 

-3  植上町字新屋敷町 1564 番 38,200 

-4  黒袴町字宮ノ前 839 番 7 22,700 

-5  犬伏中町字金居宿 2275 番 28 31,000 

-6  犬伏新町字大庵寺東 2346 番 10 29,000 

-7  赤坂町 987 番 3 33,000 

-8  高萩町字溜ノ西 577 番 2 外 30,700 

-9  高萩町字屋敷東 1222 番 9 外 38,700 

-10  堀米町字内堀米上東 220 番 3 33,400 

-11  若宮下町字若宮下 18 番 23 33,400 

-12  赤見町字大門 3256 番 12 21,800 

-13  石塚町字若原 2647 番 25,800 

-14  船越町字山添 1678 番 1 7,250 

-15  田沼町字元屋敷 1296 番 3 27,200 

-16  吉水駅前 2 丁目 14 番 12 31,200 

-17  田沼町字中芝原 504 番 4 外 31,300 

-18 
 葛生東 1 丁目字才神 627 番 5

 ｢葛生東 1-11-30｣
21,500 

№ 標準地の所在
1㎡当りの価格

( 円 )

佐野

（県）-19

 葛生東 3 丁目字栄町 1862 番 1

 ｢葛生東 3-5-20｣
24,600 

-20  石塚町字井戸ノ内 1683 番 1 外 17,300 

-21  上羽田町字上 432 番 1 18,500 

-22  栃本町字七通 3285 番 16,800 

-23  富士見町字森 227 番 1 11,000 

3-1  犬伏中町字金居宿 2260 番 2 12,000 

5-1  伊賀町字百石町 708 番 9 43,500 

5-2  天明町字現石町 2578 番 1 37,800 

5-3  若松町字金原 350 番 11 外 39,300 

5-4  田沼町字元屋敷 1248 番 2 33,800 

5-5
 葛生西 1 丁目字本町 2768 番

 ｢葛生西 1-1-18｣
27,200 

5-6  浅沼町字冨士之宮 2 番外 45,000 

9-1  多田町字京路戸 199 番 12,300 

※なお､ 詳細な地価調査結果は県ホームページをご覧

ください｡  http://www.pref.tochigi.lg.jp/a03/town/tochi/

chika/chousa.html

　地価調査は、栃木県知事が公表する毎年７月１日時点の基準地の正常な価格（１㎡当り）で、皆さん

に土地の正常な価格を知っていただき、土地取引の目安にしていただくものです。

　また、国土利用計画法に基づく土地価格算定の規準にもなります。

　本市の平成２７年７月１日時点の基準地の標準価格は次のとおりですので、参考にしてください。

■

問合せ＝用地課☎（６１）１１６９
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前
９
時
30
分
～
正
午

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上　

▼
定
員
＝
先
着
25
人（
無
料
）

●
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん

「
廃
食
用
油
」
か
ら
石
け
ん
作
り
・

石
け
ん
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

▼
日
時
＝
①
11
月
18
日
（水）
石
け
ん

作
り
・
石
け
ん
ア
ー
ト
（
彫
刻
刀

で「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」作
り
）、

②
12
月
16
日
（水）
石
け
ん
作
り
※
各

日
午
前
９
時
30
分
～
正
午　

▼
定

員
＝
各
回
先
着
10
人

▼
定
員
＝
①
は
300
円（
材
料
費
）、

②
は
無
料

古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す
る

マ
イ
バ
ッ
グ
作
り
講
習
会

▼
日
時
＝
12
月
８
日
（火）
午
後
１
時

30
分
～
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
中

央
公
民
館　

▼
講
師
＝
佐
野
市
消

費
者
友
の
会　

▼
定
員
＝
先
着
20

人
（
無
料
）
■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン

推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

●
投
資
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
会
場
＝
城
北
地

区
公
民
館　

▼
講
師
＝
日
本
証
券

業
協
会
職
員　

▼
定
員
＝
先
着
30

人（
無
料
）　

■
申
込
＝
交
通
生
活

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
観
察
会

　
中
生
代
の
海
に
生
息
し
て
い
た

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
。
磨
い
て
観
察
し

て
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
し
よ
う
！

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
会
場
＝
葛
生
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
小
学
生
高
学
年
以
上

▼
定
員
＝
先
着
15
人　

▼
費
用
＝
600
円
（
材
料
代
ほ
か
）

■
申
込
＝
11
月
６
日
（金）
以
降
、
化

石
館
☎

（８６）
３
３
３
２（
月
曜
休
館
）

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
エ
コ
講
座

　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
す
。
申
込
は
、
ク
リ
ー

ン
推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３

●
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
日
時
＝
①
11
月
27
日
（金）
、
②
12

月
18
日
（金）
各
日
午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分　

▼
講
師
＝
東
京
ガ
ス

（株）
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
16
人

▼
費
用
＝
各
回
千
円

●
エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り　
　

「
廃
食
用
油
」を
利
用
し
て
、
環
境

に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り

ま
す
。
▼
日
時
＝
12
月
12
日
（土）
午

講

座

１１月１２日～２５日は『女性に対する暴力をなくす運動』期間です

○どんな理由でも暴力は絶対に許されません！

　ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、配偶者やパートナーなど親密な関係にある人からの

暴力のことをいいます。暴力には身体的なもののほかに、経済的・性的・精神的なものがあります。

○暴力を受けている人がいたら？

　身近で暴力に悩んでいる人を見かけたら「一人で悩まないで」などと声をかけて、ＤＶ相談機関の

情報を教えましょう。

○主なＤＶ相談窓口　緊急の時は、佐野警察署☎（２４）０１１０　※相談は無料・秘密は守られます

相談窓口 電話番号 受付時間

女性相談（家庭児童相談室） ☎（２０）３００２ 月～金曜日　午前８時３０分～午後５時

女性のためのカウンセリング相談

（※要予約）（人権・男女共同参画課） ☎（２７）２３５４

第１木曜日　午前１０時～午後２時

第３木曜日　午前１０時～午前１１時５０分

女性相談（人権・男女共同参画課） 第４木曜日　午前９時３０分～午後４時

とちぎ男女共同参画センター ☎０２８（６６５）８７２０
月～金曜日　午前９時～午後８時

土・日曜日　午前９時～午後４時

○田沼庁舎本館ロビーにて、パネル展を開催します。ぜひおいでください。

■

問合せ＝人権・男女共同参画課☎（２７）２３５４

課
☎

（６１）
１
１
５
９

し
め
縄
を
つ
く
ろ
う

　

初
心
者
向
け
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（日）
午
後
１
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
郷
土
博
物
館

▼
講
師
＝
津
布
久
捨
三
郎
さ
ん
ほ

か　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
300
円
（
材
料
代
）

■
申
込
＝
同
館
☎

（２２）
５
１
１
１

わ
な
猟
講
習
会

　

わ
な
猟
の
基
本
や
正
し
い
実
践

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。　
　

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（水）
午
後
１
時

～
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公

民
館
、
佐
野
市
内
の
山
林

▼
内
容
＝
①
わ
な
猟
実
施
の
注
意

点
（
県
環
境
森
林
事
務
所
職
員
）、

②
箱
わ
な
・
く
く
り
わ
な
の
設
置

現
地
実
習
（
県
猟
友
会
安
蘇
支
部
）

■
申
込
＝
農
山
村
振
興
課
☎

（６１）
１

１
６
３

中
国
茶
文
化
講
座

▼
日
時
＝
11
月
29
日
（日）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
16
日
（月）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７
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各講座、申込時に持ち物をご確認ください

▼
定
員
＝
100
人（
無
料
）

※
手
話
通
訳
あ
り

■
申
込
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

佐
野
市
中
央
公
民
館
「
中
央

趣
味
講
座
」

　

各
講
座
、
11
月
４
日
（水）
～
11
月

18
日
（水）
の
期
間
、
費
用
を
添
え
て

直
接
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

●
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室　

　

お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ
を
作
り
ま

す
。

▼
日
時
＝
11
月
25
日
（水）
～
２
月
10

日
（水）
の
期
間
、
全
６
回

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
船
渡
川
久
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
３
５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
押
し
花
ア
ー
ト
教
室

　

押
し
花
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
今
井
美
砂
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人

▼
費
用
＝
千
円
（
材
料
費
）

各
公
民
館
の
市
民
教
養
講
座

●
葛
生
地
区
公
民
館
「
ク
リ
ス
マ

ス
飾
り
巻
き
ず
し
教
室
」

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
永
島
和
美
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人　

▼
費
用
＝
１
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
＝
11
月
30
日
（月）
ま
で
に
、

同
館
☎

（８６）
３
４
１
４

●
犬
伏
地
区
公
民
館

「
私
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
歩
み
」

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
の

た
め
、
県
内
の
ラ
ー
メ
ン
店
店
主

が
中
心
と
な
り
震
災
翌
日
に
発
足

し
た
「
栃
木
照
る
照
る
坊
主
の
会
」

は
、
県
内
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
非
営
利
組
織
で
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
実
際
に
ラ
ー

メ
ン
の
炊
き
出
し
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
１
日
（火）
午
前
11
時

～
午
後
２
時　

▼
講
師
＝
和
知
知
明
さ
ん（
同
会

代
表
）

▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
27
日
（金）
ま
で
に
、

同
館
☎

（２３）
８
１
３
７

●
常
盤
地
区
公
民
館
・
ふ
る
さ
と

講
話
「
佐
野
市
の
狛
犬
」

▼
日
時
＝
11
月
20
日
（金）
午
後
１
時

30
分
～
３
時

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎

（８５）
３
６
５
７

ワ
ー
ク
さ
の
（
栃
木
県
女
性
教
育

推
進
連
絡
協
議
会
佐
野
支
部
）

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
リ
ズ
ム
体
操
で
楽
し
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
初
心
者
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（火）
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
山
田
喜
美
江
さ
ん（
山

田
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
代
表
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

▼
主
催
＝
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
さ
の
（
山
田
リ
ズ
ム
体
操

ク
ラ
ブ
）

佐
野
市
民
大
学「
日
本
の
南
極

観
測
と
昭
和
基
地
で
の
生
活
」 

　
南
極
観
測
の
概
要
と
昭
和
基
地

で
の
生
活
、
ペ
ン
ギ
ン
や
ア
ザ
ラ

シ
な
ど
南
極
特
有
の
生
き
物
の

暮
ら
し
や

大
自
然
を

紹
介
し
ま

す
。 

▼
日
時
＝
11
月
７
日
（土）
午
後
１
時

30
分
～
３
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
中
島
英
彰
さ
ん（
内
閣

府
総
合
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
会
議
事
務
局
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人
（
原
則
５
回

と
も
参
加
可
能
な
方
）

▼
費
用
＝
200
円
程
度（
保
険
料
）

■
申
込
＝
11
月
６
日
（金）
以
降
、
文

化
財
課
☎

（６１）
１
１
７
７

親
子
・
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（土）
午
前
９
時

～
11
時
45
分

▼
会
場
＝
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト　▼
対
象
＝
小
学
生
、園
児（
保
護
者

同
伴
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

▼
申
込
＝
佐
野
市
テ
ニ
ス
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い

http://sanoshi-tennis.sakura.

ne.jp/　

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

立
市
推
進
課
☎

（２６）
０
０
６
５

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

　

申
込
は
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（２７）
２
３
５
４

●
「
障
が
い
を
も
つ
子
ら
と
の
旅
」

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（土）
午
後
０
時

30
分
か
ら

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
阿
部
叔
子
さ
ん（
社
会

福
祉
法
人「
け
や
き
の
郷
」常
務
理

事
）　

▼
定
員
＝
150
人（
無
料
）

▼
主
催
＝
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

唐
沢
山
城
跡
再
発
見
講
座

　

国
指
定
史
跡
「
唐
沢
山
城
跡
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開

講
し
ま
す
。

▼
日
時
・
講
師
・
内
容
＝

①
11
月
21
日
（土）
・
五
十
部
光
明
さ

ん
・
金
子
欣
一
さ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
）

「
紅
葉
の
見
頃
を
迎
え
る
唐
沢
山

城
跡
を
訪
ね
る
」

②
12
月
20
日
（日）
・
茂
木
孝
行
さ
ん

（
県
文
化
財
保
護
指
導
員
）

「
日
本
各
地
の
城
と
唐
沢
山
城
跡

を
く
ら
べ
て
み
る
」

③
１
月
17
日
（日）
・
谷
津
勝
利
さ
ん

（
日
本
野
鳥
の
会
栃
木
足
利
分
会
）

「
唐
沢
山
の
冬
の
野
鳥
観
察
」

④
２
月
21
日
（日）
・
簗
瀬
大
輔
さ
ん

（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

「
唐
沢
山
城
は
な
ぜ
争
奪
戦
の
舞

台
と
な
っ
た
の
か
」

⑤
３
月
20
日
（日）
・
菊
池
孝
治
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
飛
山
城
跡
愛
護
会

理
事
長
）

「
史
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
先
進
事

例
紹
介
」

①
・
③
・
⑤
は
午
前
10
時
か
ら

②
・
④
は
午
前
10
時
30
分
か
ら　

全
５
回
・
各
回
正
午
ま
で

▼
会
場
＝
唐
沢
山
、
郷
土
博
物
館

な
ど
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（６１）１１７４　※詳細は申込時にご確認ください　

講座名 日時 会場 対象 講師 定員 費用

ママ友作りの
ベビマ

１１月１６日(月)
午前１０時３０分～１１時３０分

城北地区
公民館

２ヶ月～ハイハイ
くらいまで

日本タッチケア
セラピー協会

先着
１０組

５００円
（オイル代）

ベビー
マッサージ

１１月１８日(水)
午前１０時～１１時３０分

アリーナ
たぬま

２ヶ月～１歳の
親子）

栗原里江さん
先着
１０組

１，５００円

年賀状を書い
てみよう

１１月１９日(木)午前１０時～正午
界地区
公民館

どなたでも 中島清道さん
先着
２０人

無料

クリスマス
リース作り

１１月３０日(月)
午前９時～１１時

佐野市
中央公民館

どなたでも 須藤彰子さん
先着
１５人

1,230円
(材料費）

相続・遺言
セミナー

①１１月２５日(水)、②１２月１８日
(金)午後１時３０分～３時３０分

城北地区
公民館

どなたでも
行政書士グルー
プかたくり

先着
２０人

５００円

はじめての
写経

１２月７・１４日(月)
午前１０時～正午

田沼中央
公民館

どなたでも 中島清道さん
先着
３０人

４００円
（教材費）

平成２７年度後期「青年講座」　たくさんの若者が集まり、楽しく講座を行っています。

▲

日時＝１２月７日（月）から随時開催　　

▲

対象＝１８～４５歳くらいまでの方　

▲

会場＝界・植野・犬伏地区公民館など　

▲

費用＝下記受講料のほか、年会費１，０００円　

▲

申込＝１１月２日（月）～１３日（金）の午後７時～９時（土・日曜日、祝日除く）に受講料を添え、界地区公民館へ

■

問合せ＝青年講座企画グループ（ハピネス佐野）会長　

　　　　　宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２（平日午後７時～９時）　
講座名 曜日 時間 回数 受講料 定員

書道 月 午後７時３０分～９時 １３回 ３，５００円 １０人

ボクササイズ 月 午後８時～９時 １３回 ３，０００円 ３０人

書道 火 午後７時３０分～９時 １３回 ３，５００円 １０人

ＺＵＭＢＡ 火 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ４０人

ヨガ 火 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ３０人

フラダンス 火 午後７時３０分～９時 １３回 ３，０００円 ３０人

料理（エコクッキング） 火 午後７時～９時３０分 ７回 ５，０００円 １５人

エアロビクス 水 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ３０人

ボクササイズ 水 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ３０人

バドミントン 木 午後８時～１０時 １３回 ３，０００円 ２０人

マットサイエンス 木 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ３０人

エアロビクス 木 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ３０人

パン作り 木 午後７時～９時３０分 ４回 ３，０００円 １０人

お菓子作り 木 午後７時～９時 ７回 ５，０００円 １０人

ゴルフ 金
①午後６時３０分～８時

②午後８時～９時３０分
１３回 １４，０００円 各１５人

各講座、申込時に持ち物をご確認ください
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　直径約７ｃｍの

三角おにぎりが集

まったような形。

中生代のシダ植物

化石です。葉が落

ちた跡が立体的な三角の形をし

ています。現生の木性シダ、ヘ

ゴの仲間です。現在展示中です。

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日（１１月　

　２３日は開館）、

　１１月４日（水）、２４日（火）

　県の指定文化財となっている牧歌舞伎と吉澤人形

首に関する展示をしています。

▼会期＝１月２９日（金）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日（１１月２３日は開館）、

　１１月４日（水）、２４日（火）

　晩年期の優品を

選び、田村が人間

国宝として認定さ

れた独創の陶技が

最も表出した作

品を展示します。

▼会期＝ １１月

２０日（金）～

　　　　平成２８年３月１３日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

「牧歌舞伎と吉澤人形首展【後期】」を開催
■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

臨時休館のお知らせ

　郷土博物館では、空調設備改修

工事のため臨時休館します。

▼休館＝１１月９日（月）～

　　　 １２月７日（月）
※１１月１５・２２・２９日（日）

の「石材の印作り(てん刻)講座」お

よび、１１月１０日（火）～２０日

（金）の市内小学校による博物館利

用学習は実施します。

【情報提供のお願い】

　田中正造、小堀鞆音などの関係

資料、その他古文書、民俗資料（古

い道具）がございましたら、ご連

絡ください。

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

「釉
うわぐすり

薬の上と下― 近代陶芸の色のありか」
開催中

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　１１月から３月１日（火）～３１日（木）までの予約受付

を開始します。※年末年始の予約は抽選になります。

▼休館日＝１１月１８日（水）・１９日（木）、

　１２月２４日（木）・２５日（金）、１月５日（火）～８日(金)、

　３月１４日（月）～１５日（火）、３１日（木）

　※２月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝レイクサイド佐野☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

１１月
１泊用 ３日（祝・火）、１２日（木）、１６日（月）
２泊用 ８日（日）★、２４日（火）

１２月
１泊用      ４日（金）
冬期バス １０日（木）～２３日（祝・水）

１月
１泊用  ４日（月）
２泊用  １４日（木）
冬期バス １８日（月）～３１日（日）

２月 冬期バス １日（月）～２９日（月）

３月
冬期バス　 １日（火）～１２日（土）
１泊用 　２７日（日）

　今回の展覧会では、齊藤勝美の

作品８点（珍しい陶板を含む）を

展示しています。

　齊藤は近代陶芸の父と呼ばれる

板谷波山に憧れ、ほぼ独学で「彩

磁」（釉薬の下に彫刻と色彩を施

す技法）を追求しています。

▼会期＝１２月１３日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか（障害者手帳等をお持

ちの方、大学生以下無料）

▼休館日＝毎週月曜日（１１月２３日は開館）、

　１１月４日（水）、２４日（火）

★作品鑑賞会：１１月７日（土）、１２月１３日（日）

■人間国宝田村耕一陶芸館☎（２２）０３１１

【施設情報】レイクサイド佐野、市立博物館・美術館からのお知らせ

■葛生化石館☎（８６）３３３２

齊藤勝美

《彩磁朝鮮朝顔ニ尾長

群翔文大壺》当館蔵

田村耕一《青磁草原
に鷺蓋付大壺》
当館蔵

『人間国宝田村耕一陶芸館全作品集』

発刊記念・まちなか活性化ビル

「佐野未来館」オープン５周年記念企画展

「独創の陶技 円熟の鉄絵銅彩展」

吉
澤
人
形
首「
娘
」

エゾプテリス(国立

科学博物館所蔵）

【雛人形展の展示品募集】

　次回「雛人形展」・２月７日（日）～４月６日（水）の

期間中、雛人形など桃の節句に関するものを伝承館

で展示しませんか。 ▼申込期限＝１月１５日(金)　

※注意点

・搬入、搬出が可能な方  ・展示終了後、返却します

・状態によっては、展示できないこともあります
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ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

１１月９日（月）・くずう・食育応援団「食育について」

１１月１９日（木）・たぬま・「歯科衛生士の話」

※他に誕生会、０歳からの親子体操などがあります

子育て教室　

　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互

交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝楽しい親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

※子どもを遊ばせながら子育てのお手伝いをします

▼ 日程＝南児童館：毎週月曜日、東児童館：毎週

木曜日、西児童館：毎週火曜日（０～１歳向け）・毎

週金曜日（１～３歳向け）、田沼児童館：毎週月曜

日にこにこタイム・第２第４水曜日ドレミルーム

※各館とも午前１０時３０分から

工作教室や折り紙教室などを開催します
　事前にお申し込みが必要です。各館で開催日が

異なりますので、直接、お問い合わせください。

児童館情報（１１月分）
　小学生・就学前の児童を持つ親と子を対象に開

催します。参加を希望する方は当日開始３０分前

にこどもの国に集合し、受付をしてください。

ニュースポーツ遊び教室

▼日時＝１１月８日（日）午後２～３時

▼定員＝先着５０人（無料）

アートバルーン遊び教室
　不思議な風船を使って、いろいろなものを作って

遊びましょう！

▼日時＝１１月２９日（日）午後２～３時

▼定員＝先着２０人　 ▼費用＝１００円（教材費）

☆こどもの国ではホームページでブログを始めま

した。イベントや活動記録をお知らせしています！

こどもの国情報

▼ 休館日＝毎月第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日　■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５、

東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）

２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

【１１月開催の催し】※それぞれ午前１０時３０分から

○講習会

　４日（水）・「卒乳・断乳について」講師：川島好枝さん

　１１日（水）・「リトミック」（要予約）講師：木村理絵さん

○親子教室：２５日（水）「作って遊ぼう」（要予約）

○誕生会：１８日（水）

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①１１月１６日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②１１月３０日（月）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

１１月１６日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

１１月１８日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★１１月の予定
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各種相談ガイド    １１月６日（金）～１２月４日（金）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

１１月１１日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

１１月２４日（火）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１１月９日（月）心理士・１１日（水）精神科医
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター	
（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター
☎（６１）１１６１

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課	
（田沼庁舎本館１階）

交通生活課
☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談

１１月１０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１１月２日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

１１月１７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１１月２日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談	
※交通事故・消費生活・
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

１１月１３日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

１１月１８日（水）午後１時３０分～４時　
※宅地建物相談はありません

田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター	
（田沼中央公民館１階）

教育センター
☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 １１月１９日（木）午前１０時～午後３時

田沼中央公民館
☎（６１）１１３５

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時
家庭児童相談室	
（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

１１月２０日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン
セリング相談

１１月５日、１１月２６日・１２月３日の木曜日 
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談
１１月１９日（木）
午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１１月１９日（木）午後１時３０分～４時	
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
（中国語通訳あり）

１１月２５日（水）午後２時～４時
国際交流協会（男女共
同参画推進センター・パ
レットプラザさの）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談	
（弁護士無料法律相談）

１１月２４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病支援センター
（宇都宮市）

とちぎ難病支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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　９月から１０月にかけて、敬老のお祝いが各地

区で開かれました。

　１０月２日には、吾妻地区公民館で敬老会が行

われ、吾妻小学校児童や吾妻中学校生徒、地域の

方々が参加し、参加した高齢者の方々を温かくも

てなしました。

　９月１日現在、佐野市には１００歳以上の方が

男性６名、女性が５５名、計６１名いらっしゃい

ます。市内の最高齢は、男性が１０４歳・女性が

１０６歳（平成２７年３月３１日現在の年齢）の

方です。

　長生きされる方々に共通されるのは笑顔だそう

です。これからも笑顔で長生きしていただきたい

ですね。

　９月２８日、出流原小学校で小学４年生から６

年生までの３７人の児童がタグラグビーを楽しみ

ました。

　この「タグラグビー教室」は体育の授業として

行われたもので、佐野ラグビーフットボール協会

の片山武夫さん（同協会理事長）、藤掛三男さん（佐

野日大高校ラグビー部監督・元日本代表）が講師

として、また、同校ラグビー部の９人が参加しま

した。

　児童たちは「前にボールを投げてはいけない」

というラグビーの大原則に戸惑いながらも、タグ

ラグビーを楽しみ、教室が終わるころには、多く

の児童が笑顔で声を出し合い、ラグビーに必要な

「チームワークの精神」を学んでいました

第２次佐野市訪英団

　岡部市長を団長として、スポーツ・経済団体関係者ら

１１名が、９月１８日金曜日から２３日水曜日までの４

泊６日の日程で、英国を訪問しました。

　訪問団は、世界有数のクリケットクラブ ｢マリルボー

ン・クリケットクラブ｣ から今後の交流に関する親書を

いただいたほか、国際クリケット評議会と友好促進に関

する合意書を交わすなどの成果を上げ、｢クリケットの

まちづくり｣ に向け友好を深めました。

　また、昨年に引き続き、ロンドン市内のトラファルガー

広場で開催された ｢ジャパン祭り｣ に参加し、来場した

多くの人々や参加された来賓・関係者に、スポーツ立市・

観光立市といった本市のまちづくりの取り組みを紹介し

てきました。

　その他、英国日本人会や日本スポーツ振興センター・

自治体国際化協会ロンドン事務所などを訪問し、本市の

クリケットをはじめとしたスポーツや観光物産をつなげ

る取り組みについて、展望や助言をいただき、貴重な意

見交換を行うなど実り多い訪問を行ってきました。

出
流
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で
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　１０月２日、佐野商工会議所で、国と市、地

域の関係機関で地域の活性化について話し合う

フォーラムが、財務省関東財務局の主催により開

催され、「中心市街地化の活性化および創業支援

による定住促進」をテーマとして、活発に意見を

交わしました。

　現在、佐野市においても地域活性化のため「佐

野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定に

取り組んでおり、１１月２４日からパブリックコ

メントを実施します。

そ
ば
ま
つ
り

　１０月１０日・１１日の両日、｢第１０回佐野

市そばまつり｣ が田沼グリーンスポーツセンター

で開催されました。

　県内でも有数のそばの生産地である佐野市。こ

の日は、市内の農村レストランなどが一律５００

円でそばを提供したほか、市内各地区の地場産野

菜などが販売され、訪れた多くの方が秋の味覚を

楽しんでいました。

　市内中山間地域などにある農村レストランでは

美味しいそばが提供されています。「新そば祭り」

（本紙１７ページに掲載）も開催されますので、ぜ

ひ足をお運びください。

　９月１９日、運動公園陸上競技場で、ラグビー

元・日本代表選手を招いての ｢さのラグビーフェ

スティバル｣ が開催されました。

　これはラグビー佐野招致委員会が主催し、佐野

市が共催したもので、２０２２年に栃木県で開催

される国体でのラグビー会場となる予定の佐野市

において、ラグビーの機運を盛り上げるために行

われたものです。

　いらしてくれたラグビー元日本代表選手は、伊

藤宏明さんと齋藤祐也さん。おふたりは、午前中

は小学生を対象としたタグラグビーを、午後は高

校生たちのラグビー教室を担当され、午前中は楽

しく、午後は真剣に指導されていました。

　また、ゆるキャラたちによるラグビーのドリー

ムマッチが行われるなど、ラグビーを知る人も知

らない人もそれぞれが楽しめた一日でした。

　１０月１１日、葛生あくとプラザにおいて、牧
まぎ

歌舞伎保存会主催による「第１２回牧歌舞伎定期

公演」が開催されました。

　牧歌舞伎の起こりは、江戸時代中期の天保年間

に江戸歌舞伎の第一人者、関三十郎が地元巡業の

おりにこの地を訪れ、地元の若衆組に教えたこと

が始まりと伝えられているそうです。この牧歌舞

伎は、昭和３５年には「県下に唯一残る地芝居」

として、県の重要文化財に指定されています。今

回の公演では、「白波五人男」が上演され、地元

先輩役者に加え、常盤中 1 年生の生徒による可愛

らしい五人男も披露されました。

　中学生との共演は平成９年から始まり、今回で

彼らは１９期生とのこと。これからも子どもたち

に長く伝承されることを願ってやみません。

（市民記者　葛貫郁子）



　
今年のゆるキャラ®グランプリ優勝は誰に？残りわずか！
　今年８月に佐野市で開催されたプレイベントを皮切りに始

まった ｢ゆるキャラ ® グランプリ２０１５｣。９月２３日（水・

祝）に愛知県名古屋市で開催された ｢東海テレビこどもまつ

り２０１５with ゆるキャラレジェンド｣ にて、順位の中間発

表が行われ、さのまるもグランプリのアンバサダーとして登

場しました。

　さのまるが党首を務めるゆる党メンバーの ｢ふっかちゃん｣

（埼玉県深谷市）が２位から３位に順位を落とす結果に（１位

は愛媛県の「みきゃん」）。ゆる党ではふっかちゃんを応援しています。皆さんも投票をお願いします。

投票は１１月１６日（月）まで毎日できます。

　今月２３日（月・祝）には、今年のグランプリが決定します。さのまるは最後までグランプリを大い

に盛り上げていきます！　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２
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●出生　６９人　●死亡１１２人

●転入２５０人　●転出２３３人

人口の動き（９月分）

	●人口    １２１，３１０人（－２６）●世帯５０，００４戸（＋３９）

　　男　５９，８２１人（－１）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，４８９人（－２５）

人口と世帯数（１０月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

鈴木友・真弓（赤坂町）松本勝也・沙希さん（関川町）

平成２６年６月生沙
さ な

那ちゃん

柿沼浩二・純子さん（吉水駅前）

平成２５年１０月生憂
ゆ う り

璃ちゃん

佐藤圭・友美さん（赤見町）

平成２５年５月生愛
あ い り

莉ちゃん

陽
ようだい

大ちゃん

晴
せいだい

大ちゃん

平成２４年８月生

平成２６年７月生

(c) ゆるキャラ ® グランプリ実行委員会

〒３２７－８５０１　栃木県佐野市高砂町１　☎０２８３（２４）５１１１
URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

　
｢さのまるサポーターズ｣ の会員を募集しています！
さのまるサポーターズとは？  

　｢企業・団体｣ ｢プレミア個人｣ ｢個人｣ の 3 つの区分に分類されます。｢企業・団体｣ ｢プレミア個人｣ は、

｢佐野市水と緑と万葉のまちづくり基金・さのまる事業に関すること｣ にご寄附いただいた方が対象です。

「個人」は無料です。※会員区分により、特典が異なります。

ご寄附いただいた基金の使い道は？ 

　遠征費用 / 広告宣伝 / さのまるイベントの実施 / さのまるのお手入れなどに使用します。 

さのまるサポーターズ会員の皆さんには…

　周知用名刺（全会員に配布）を使ってさのまるや市のＰＲ、さのまるイベ

ントに参加するなど、さのまるの活動を一緒に盛り上げていただきます。 

入会するには…

  さのまる公式ホームページからお申込みいただけます。ホームページを

ご覧いただくか、都市ブランド推進室へお問い合わせください。

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２


